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序章：本調査報告書の位置づけ  
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１ 第二期ゼロ・ウェイストタウン計画 調査報告書の位置づけ 

本調査報告書は、別紙の計画書における計画を設定するために実施した協議、インタビュ

ー調査、ワークショップ、プロトタイピングなどの調査結果を記述したものである。計画書

と同様に調査報告書は、1 章で仕組みづくりに関する計画を策定する上で実施された調査、

2 章ではコミュニケーション戦略を立案する上で実施された調査について記述する。 

本章では、第二期ゼロ・ウェイストタウン計画を策定する前提となった上勝町ゼロ・ウェ

イスト推進員会における協議の内容について記述する。 

 

２ 推進員会における協議 

2020 年 5 月に上勝町ゼロ・ウェイスト推進員会にてゼロ・ウェイスト宣言に関する協

議が始まった。ゼロ・ウェイスト推進員とは、上勝町から委嘱を受けて活動する廃棄物減

量等推進員（廃棄物処理法第５条の８）のことである。現在 7 名（2022 年 3 月）のメン

バーで構成されており、町内事業所の代表や一般廃棄物運搬支援員、ゴミステーション管

理補助員、元 NPO 法人ゼロ・ウェイストアカデミー事務局長、子育て支援団体代表など

が務めている。主な活動内容としては、町民の環境行政に対する意見・要望等の町役場へ

の連絡のほか、事業所に対するごみ減量や資源化促進に関する指導・助言、ゼロ・ウェイ

スト推進に係る町の施策作製に協力するとともに、実際に施策を実行する主体としても機

能する。その他、上勝町内でのゼロ・ウェイストの普及啓発も活動内容に含まれている。

この推進員会にて、新しい宣言を発表するか否かについて町役場と共に協議し、2030 年を

目標とする新たな宣言を定め、発表することを決めた。 

 
第一回ゼロ・ウェイスト宣言検討会議の様子 

宣言の内容については、2020 年 7 月から週に一度企画環境課と推進員で会議を実施して

格子造りを行い、その内容を基に副町長や町長に方向性について適宜意見を仰ぎながら作

り上げていった。 
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格子造りを行う過程で、最初に取り組んだのは宣言から 17 年間が経過し、様々な取り組

みの中で見えてきた課題の洗い出しであった。その上で、次の目標年に向けた注力分野を明

確にする流れで進められた。 

 

推進員会にて課題の洗い出しの様子 

 

下図は課題について洗い出した内容を示す。各員がそれぞれの立場から感じているゼロ・

ウェイストの現状への課題感をブレインストーミングにより出し合い、それをカテゴリー

ごとにまとめたものとなっている。 

 

 

課題の洗い出し 
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ここで抽出された課題を整理した結果、3 つの柱（負荷軽減、経済循環、教育）が設定

され、2030 年を目標年とする新しいゼロ・ウェイスト宣言が作成、承認された。下図は、

宣言の内容と推進員会での議論がどのように紐づいているかを表している。  

 

 

宣言の各項目と新たなチャレンジや課題がどのように結びついているかを整理 
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2020 年 12 月の時点で、以下の図に示されたようなタイムラインが組まれた。宣言項目

それぞれをどのようなスケジュールで実施・検討していくのかについて、大枠での方向性

を示したものとなっている。 

 

 

大枠でのタイムライン 

 

以上のような議論を経て、上勝町の新しいゼロ・ウェイスト宣言は作られた。課題解決と

宣言の内容の具体的な実施に向けた行動計画を策定するために、第二期ゼロ・ウェイスト

タウン計画を策定することとなった。 

 

３ 上勝町ゼロ・ウェイストタウン計画の枠組み 

推進員会で議論された内容を計画書に落とし込むために 5 つのプロジェクトを組成した

（計画書参照）。これまでの推進員会で議論された内容をプロジェクトに分けるために、議

論された内容を種類別に「目的」「手段」「結果」の枠組みで整理し、現時点までに議論され

ている内容を推進員会で確認した。 
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【例：ゼロ・ウェイストな暮らしを定着させる仕組み】 

 

 

また、下図に整理されているとおり「誰一人取り残さない」「わくわくする町」「夢を

語り実現する町」が作りたい町の姿として挙がった。そのために目指す形として、「上勝

独自の世界観が生まれている」ことや「上勝町の自然が守られ、きれいな空気や水を未来

の子供たちにも受け継がれている」状態が言及されていた。人材育成については「人間力

の育成」「自分の事として考え行動できる人づくり」をコンセプトに「上勝マインドが継

承されている」等が挙げられた。SDGs のコンセプトとの整合性をとりつつ、上勝町で暮

らす中で人々が生き生きと暮らせる町を作るために、ゼロ・ウェイストという手段を使っ
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て、この町の自然環境を守りつつ、ここで培われてきた知識や技術を継承するために人材

育成に注力すべきだといった内容が話し合われた。これを基にして、町民の現状の調査の

設計、課題の抽出、今後取り組む分野について具体的に計画を策定することとなった。 

 

 

推進員会で議論された目指す姿について 
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1 章：仕組みづくり 
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１ ゼロ・ウェイストな暮らしを定着させる仕組み 

1-1. ゼロ・ウェイストな暮らしの定義 

ゼロ・ウェイストの暮らしについて、上勝町で現在実施されていることの集約と今後実施

していきたいことへのアイデアの発散の 2 つの方向から定義することを試みた。 

上勝町で現在実施されていることの集約はゼロ・ウェイスト推進員を中心として話し合

ったことをピクトグラムとして可視化した。アイデアの発散は、町内外のゼロ・ウェイスト

な暮らしに関心がある協力者を得て、ゼロ・ウェイストな暮らしに繋がる取り組みを分類し、

さらに発散させる取り組みを実施した。発散して出されたゼロ・ウェイストな暮らしの取り

組みを今後、上勝町の暮らしに適合する形で展開していくことが考えられる。 

 

1-2. 上勝町で現在実施されていることの集約 

上勝町におけるゼロ・ウェイストとは一体何を示すのか。これを明確にさせるために、ゼ

ロ・ウェイスト推進員と町役場、その他希望者を集めた会議を開催し、アイデア出しを行っ

た。その結果、ゼロ・ウェイストとはリサイクル率 80%やごみの 45 分別だけを表すもので

はなく、上勝町での人の営みや秋祭りなどに代表される文化、伝統を根底とし、それらを継

続させるための手段であることが見えてきた。 

 

 

これを元に、より町民及び町外の人たちと「上勝町におけるゼロ・ウェイスト観」を共有

できるものにするために、出てきたアイデア約 60 個を全て町内のデザイナーに依頼してイ

ラスト化してもらった（計画書参照）。今後は、町内でゼロ・ウェイストについて考える WS

を開催したり、子どもへの教育の場面、視察者にわかりやすく説明するためのツールとして

活用していく。そのために 2022 年度においては、このアイデアをゾーニングしたり、カー

ドにするなど「ゼロ・ウェイストマップ」の作成を含むツール化を進めていく。 
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1-3. ゼロ・ウェイストな暮らしのアイデアの発散（ワークショップ） 

上勝町内外においてゼロ・ウェイストな暮らしに関心がある協力者を得て、複数回ディス

カッションの場を設けた。具体的には、暮らしの中で取り入れられるゼロ・ウェイストな取

り組みの事例を出し合い、分類を作成した。 

 

以下の図はオンラインホワイトボード miro を使用し、4 名がゼロ・ウェイストな暮らし

の取り組みとして挙げたものを示す。 

 

 

これらの取り組みの共通点や相違点についてディスカッションを行い、6 つの分類を作成

した（計画書参照）。ゼロ・ウェイストな暮らしの取り組みとして最もイメージがされるマ

イバッグ、マイボトル、マイストロー、マイ箸などの「MY〇〇」は都度購入し消費するの

ではなく、自分の持ち物として大切に使うことで「消費しない」取り組みと分類した。自分

の持ち物を使用するだけでなく、他人が大切に所有していた本などの古き良きものを受け

継ぎ、共有する取り組みである。 

蜜蠟ラップの作成や味噌づくりなどの取り組みは手間をかけて、ものの「本質理解→創る」

取り組みとして分類した。商品として流通しているものを原材料から揃えて再現する取り

組みである。再現するのではなく、現存しないものを新たにつくる取り組みも存在する。た

とえば、お花用のエコバッグ、使いやすいエプロンなど、使いにくいものを購入し消費する

のではなく、より長く使いたいと思えるものを 0 からクリエイトする取り組みである。 

次に、ごみになってしまう前にものをレスキューし、欲しい人に利用してもらうことで利

活用する取り組みも出された。たとえば、賞味期限が切れそうな食品のシェアや購入の促進

など、ごみではないものを利活用する取り組みである。一方で、通常ならごみになってしま
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う出汁をとった後に残った煮干し、規格外の野菜や果物などを有効活用する取り組みも存

在する。 

これらの取り組みの主体者も個人だけでなく、企業や自治体など集団が主体になる場合

も存在する。たとえば、株式会社アシックスではサステナブルな素材を活用したスニーカー

を開発、販売している事例が挙げられた。 

また、ディスカッションをする中で、ゼロ・ウェイストな暮らしを行う意義についても議

論が及んだ。ごみを減らすなどの暮らしの中での取り組みにとどまらず、下図のように「死

生観」「見極め」「幸せ」「美しさ」など人生の価値観に紐づくものであることを話し合った。 

 

 

ディスカッションの中で作成した分類に関連する事例をさらに収集するため、加えてこ

の分類以外にあてはまる事例が存在するかを確認するために上勝町内外の 18 名の参加者を

集め、2021 年 8 月 6 日にワークショップを開催した。ワークショップは 120 分間、下図の

タイムスケジュールに沿って実施した。2 と 8 では「公開アンケート」を実施し、その場で

質問に答えてもらいながら、参加者の考えを全体で共有し、共感し合いながら進めた。 

 



14 

 

 

 

公開アンケートの結果を以下に記述する。 

 

⚫ アンケート①の結果 

【参加者のプロフィール】 

  
 

【職業詳細（一部抜粋）】 

学生（北欧教育や IB 教育を中心とした国際教育）、ランドスケープデザイナー、小売業での

販売・マネジメント、アパレルの PR、上勝町インターン、ホテルの業務(清掃やセットアッ

プ)、サステナビリィ部で気候変動やサーキュラーエコノミーに関する業務など、ライター、

フリーランスのリサーチャー、web メディアのデザイナー、食に関する仕事、地図づくり・

まちづくり、合同会社すぎとやま KINOF 企画、立命館アジア太平洋大学学生 

 

 

開始時間 19時00分

終了時間 21時00分

120分

開始時刻 終了時刻 予定分数 内容

19:00 19:10 10分 1 今日の流れと目的の説明＋担当者自己紹介

19:10 19:25 15分 2

公開アンケート（Googleフォーム）

1. プロフィール（年代、職業＆仕事内容、上勝町を知っていたか）

2. ゼロウェイストな暮らしはできていると思いますか？（5段階）

3. ゼロウェイストな暮らしで思い浮かぶことは？

19:25 19:40 15分 3 上勝町とゼロウェイスト（東さん）

19:40 19:50 10分 4 私たちが考えた分類の紹介（アシックス増田さんに少し振る）

19:50 20:05 15分 5 個人ワーク：分類にあてはまる事例集め（自他の事例） miroボードに貼りつけ

20:05 20:25 20分 6 集めてきた事例についてチーム内で共有（新たな分類はできそう？） ブレイクアウト 4名×5グループ

20:25 20:35 10分 7 各チームから共有（2分×5グループ）

20:35 20:40 5分 8
公開アンケート（Googleフォーム）

何のためにZWな暮らしをするのか、何から実践したいか＆その理由

20:40 20:55 15分 9 グループ内で感想の共有 ブレイクアウト 4名×5グループ

20:55 21:00 5分 10 東さんから一言

計 120分

予定

タイトル
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【上勝町について】 

 

（「はい」と答えた方に伺います。上勝町のイメージ、知っていることなどを簡単に記述し

てください。） 

✓ ごみの分別が細かい 

✓ ごみの分別がすごい！ 

✓ 棚田が美しい 

✓ ゼロ・ウェイストセンター、リサイクル率 80%以上 

✓ 葉っぱのイメージ、高齢者が多い、田舎、自然豊か 

✓ 分別が非常に細分化されている 

✓ ゼロ・ウェイストタウン、サステナビリティに関心ある人はだいたいみんな知って

いるイメージ。 

✓ 葉っぱビジネス 

✓ ゼロ・ウェイスト 

✓ 葉っぱビジネス 

✓ みんなのふるさと。みんな良い人。 

✓ 街全体でのゼロ・ウェイストへの取り組みを行なっている 
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【ゼロ・ウェイストな暮らしについて（ワークショップの場で公開）】 

 
（「ゼロ・ウェイストな暮らし」と聞いて思い浮かぶことは何ですか？） 

✓ 温故知新 

✓ プラスチックパックを使わない 

✓ マイバック、マイ水筒、リサイクル 

✓ ごみという概念を無くす みたいな…？ 

✓ 「もったいない」をいかに無くすか 

✓ プラスチックごみの削減、フードロス問題 

✓ ごみを出来るだけ出さないように心がける 

✓ 地球も人も生き物も心地よい暮らし、使い捨てごみがでない、豊かな生活 

✓ 使わないものは買わない。買ったものは大切に、長く使う。 

✓ 暮らしの中で、自分がものをごみ箱に入れる瞬間に、どれだけそのモノの価値につ

いて考えているか、ということを最近よく考えています。。 

✓ 簡素で無駄がないライフスタイル 

✓ プラスチックをあまり使わない 

✓ ちょっと手間をかける暮らし 

✓ ちょっと大変そう 

✓ 当たり前を見直してみること。 

✓ できるところ、自分の得意な部分から暮らしに取り入れる。頑張りすぎない。 

✓ "Youtube でよく見かけるような、量り売りのお店で持参した瓶や袋を使って買い物

して、1 年間で排出したゴミを瓶に集めるようなイメージがあります 

✓ ゼロ・ウェイストな暮らしは日本ではなかなか難しそうです 

✓ 京都にオープンした totoya が思い浮かびました" 

✓ ミニマリズム 
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⚫ アンケート②の結果 

【事例を見聞きして、何のためにゼロ・ウェイストな暮らしをすると思いましたか？（ワ

ークショップの場で公開） 

✓ 自分の生活を豊かにするためと気づけた 

✓ 未来のため、心地よさの追求 

✓ 自分のため、未来の地球のため 

✓ その人なりの豊かな暮らしにつながるため 

✓ 将来にわたって持続可能な環境をつくるため 

✓ 生物多様性 

✓ 意識・自覚するため 

✓ 自分が心地よいかもと思うこと 

✓ 自分と他者の時間を豊かにするためにゼロ・ウェイストな暮らしをすると思いまし

た。 

✓ 豊かに暮らすため 

✓ 地球の資源を限りあるものだと認識して、たとえ少し労力をかけてでも、地球環境

への負担を減らすため 

✓ 環境負荷を下げる。自然の一部として循環の中で生きる。 

✓ 地球環境と自分のため 

✓ 幸せに生きるため 

✓ 未来のため、心地よさの追求 

 

【今後の生活の中で、何を実践してみたいと思いましたか？その理由も記述してくださ

い。（ワークショップの場で公開）】 

✓ ごみ以外のゼロ・ウェイストの考え方 

✓ 仕事柄食べ物に関心が行きがちだが、アパレルや他の分野でもゼロ・ウェイストを

実践してみたい 

✓ マイボトル 

✓ "みつろうラップ：ラップを使う機会がすごく多いので、ぜひ手作りしたいです！ 

✓ マイボトル：浄水できるっていうのがすごいなあと！ 

✓ 自分にとってのゼロ・ウェイストを考えてみる 

✓ 手づくりで〇〇はやってみたい。手間をかけてお気に入りの何かをつくりたい 

✓ 手作り 

✓ 企業や社会の取り組みにもっと目を向けたい。消費者が支持することも大事だと思

ったから。 

✓ 自分で一から作ってみること 

✓ 消耗品の容器を見直して、なるべく継続して使えるものに置き換える。 
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✓ できる限り市販ではなく手作りにシフトしていきたいです(ヨーグルト.ミツロウラ

ップなど) 

✓ 家庭菜園をしてみたいです。理由は、スーパーで買うものだと包装されてしまって

いるからです。 

✓ 現在のライフワーク（量り売りの推進、規格外農産物を使用した加工食品開発、手

作り〇〇の開発）を一所懸命に進めていきたいと思いました。 

✓ ・コンポスト→燃えるごみが激減して、幸福度が激増した。・野菜づくり→失われ

たつながりを取り戻す。 

✓ Dafi ボトル 

✓ マイボトル 

 

また、5 グループに分かれて共有された事例を以下図にてグループごとに示す。 

 

⚫ A チーム：約 30 事例。 

 

（考察） 

A チームでは分類ごとに関連する具体的な商品・サービスが写真を用いて共有されていた。

「MY○○」、「手間をかけて探求」、「レスキュー」については多くのアイデアが出されてお

り、特定の商品名がいくつか出ていることから、参加者らが既に自ら実践している、もしく

はこういったキーワードについて普段から関心が高いことがうかがえる。 
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⚫ B チーム：約 32 事例 

 
 

（考察） 

このチームは「ごみの有効活用」について事例が多く挙げられており、自治体の取り組みや

上勝町の洗剤パウチをリサイクルして作られたブロック、化粧品などが共有されていた。分

類に分けられない「肉や魚を食べない」という視点もゼロ・ウェイストな暮らしから連想さ

れるものとして挙げられており、食や自然環境のサステナビリティとゼロ・ウェイストな暮

らしの関係性について考えるものとなった。 
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⚫ C チーム：約 17 事例 

 

 

（考察） 

「原材料、何で作られているか企業の取り組みを調べる」「再生ポリエステルを使った作り

（企業）」「オリンピックメダルの素材について」などこのチームでは、他のチームでは出て

いない、素材や作り方などについ触れられている。また、ハーブガーデンや編み物など、よ

り現実的で暮らしの中でできることが主体となっていた。全体的にアイデアの数は他のチ

ームに比べて少ないものの、より身近な物や食について関心が高いチームだったと推察さ

れる。 
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⚫ D チーム：約 25 事例 

 
 

（考察） 

「ごみの有効活用」で出されたアイデアの「コーヒー粕などで染色」や「B 品の販売」など

が、「文化継承」の中の「草木染」という手法だったり、「レスキュー」の中で出ている、積

極的に訳ありの農産物を扱うインターネットサイト部分と関連してくる点が興味深かった

チーム。それぞれのアイデアは別々に出てきているものの、目的（例：ごみの有効活用のた

め）と手法（例：B 品を扱うサイトの紹介）として繋がりをもってみることもでき、この分

類分けをワークショップとして実施することで、ソリューションを導き出せる可能性を感

じる。 
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⚫ E チーム：約 30 事例 

 

（考察） 

このチームでは「文化継承」や「ごみの有効活用」についてのアイデアが多く、また分類以

外に「江戸時代」や「自転車移動」「ファストファッションでも買った服を大事に着る」な

ど分類には分けづらいが、ゼロ・ウェイストな暮らしだと思う独自のアイデアも積極的に出

ていた。 

「文化継承」については「おばあちゃん・おじいちゃんの生活の知恵を学ぶ」等は他のチー

ムでも出ていたアイデアであったが、「茶道」や「環境教育」といったより「学ぶ手法」が

出されていたことも特異点として挙げられる。「0 からクリエイト」については他のチーム

と比べてアイデアが少なく、この分類については他の分類よりも難しいテーマだったよう

で、具体的な事例をより多く紹介すれば考え始めるきっかけになるかもしれない。 

 

ワークショップを経て、参加者のゼロ・ウェイストの認識がごみを減らすことから暮らし

へと広がったことを確認できた。今回のワークショップは大学生を中心に 20 代以下の参加

者が多く、若い世代のゼロ・ウェイストへの関心の高さがみられた。事例共有では、マイボ

トルやヨーグルトづくりキットの具体的な商品名が紹介されることで他の参加者から「使

ってみたい」という声が聞かれた。より具体的な事例を紹介することで、行動に結びつきや

すいと考えられる。 
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1-4. 上勝町での仕組み化に向けて（ワークショップ） 

本項では上勝町内外でのゼロ・ウェイストな暮らしの取り組みを包括的に整理し、可視化

するとともに、それらを上勝町の暮らしや生活に取り入れるためにどう仕組み化していく

かについて、検討していく。ディスカッションの場として、2022 年 3 月に町内にてワーク

ショップを開催（場所：カフェ・ポールスター、参加人数：20 人【町内 13 名/町外 7 名】）。

具体的には、1-3 項で作成したゼロ・ウェイストな取り組みの６分類をもとに、1-2 項にて

作成した上勝町内での取り組みをカードにして分類。さらにそれぞれの分類について、取り

組みの仕組み化について町内外のメンバーとディスカッションを交わした。 

以下ワークショップの結果としてワークシートを示す。 

 

カード：上勝町内の取り組み 

※黄付箋：上勝町外の取り組み 

※赤付箋：仕組み化へのヒントとなるキーワード 
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上勝町内の取り組みを分類した結果、【文化継承】のグループに多くのカードが集まった。

祭りや、山の動物、野菜などの自然資源が分類されたとともに、ごみ分別のサポート体制や

広報活動など、ワーク内で分類分けに悩んだ取り組みなども、今後「上勝町の文化として後

世の世代に受け継いでいかなければいけないこと」として結果的に【文化継承】の取り組み

に分類された。 

上勝町での仕組み化については、【文化継承】、【手間をかけて探究】それぞれの取り組み

において共通して、「仲良くなる」や「信頼関係をつくる」などのキーワードが町民自身の

体験談とともに出された。古くからの慣習や生活の知恵、味噌や豆腐などの手づくりにおい

ては、仲のいい町民同士で教え合い、体験し合っていることが分かり、これまでは町民が自

然と集まる機会となっていた冠婚葬祭や、出役、一斉清掃など顔を合わせることの積み重ね

で関係が構築されていた。昨今のコロナ禍の影響もあり、現在は移住者が新たに町民との関

係を築く場が持ちにくくなっていることも課題の一つとしてあげられ、また単発のイベン

トや体験会などよりは、「この人になら教えてあげてもいい」「この人から教わってみたい」

と思えるような親密な関係を自然に築ける機会を求めていることも分かった。 

【ごみの有効活用】においても、ショップなどを介して不用品を利活用するよりも、古着

や余剰な食材等も、「顔が分かる相手に譲りたい」という意見が出たように、個人と個人で

のつながりを求める声が多く、それがものを大切に使うことや不用品を適材適所に活用で

きることにつながると実体験から感じているようであった。 

量り売りについては、「ほしい時に店が開いていない」、「わざわざ行くのではなくついで

になればいい」など、量り売りを利用したい意欲はあるものの、時間帯や場所などの購買シ

ーンが町民の生活にうまく溶け込んでいないことが分かった。よって町内での量り売りを

検討するには、食品だけにとどまらず、上勝町ならではの商材や生活シーンを想定した量り

売りの提案が必要と考えられる。 

これらを踏まえ、今後は町内での移住者と町民の関係構築、また子供から高齢者までの幅

広い世代間交流の場のあり方を模索するとともにそれらの場の継続的な提供を目指す必要

がある。また量り売りなどゼロ・ウェイストな購買行動にも焦点をあて、町民の生活シーン

やニーズの調査とともに、上勝町ならではのあり方を検討・提案していく。 
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２ 経済が循環する仕組み 

2-1. 既存の経済循環の仕組み 

「令和 3 年 ゼロ・ウェイストブランドを活用したローカルベンチャー及び企業連携促進

業務 調査報告書」によると町内の企業の中には、ゼロ・ウェイストを推進する町であるこ

とを活かして、ゼロ・ウェイストに関心がある顧客に向けてサービスを提供している企業も

あり「ゼロ・ウェイスト」をキーワードに経済の循環が現状でも起きている。また、町外企

業は企業連携する上で、「地域独自のビジョンやブランド、テーマがあること」が重視され

ており、上勝町にとってゼロ・ウェイストというテーマを有することは、企業連携を推進す

る上での大きなメリットとなると考えられる。同報告書ではゼロ・ウェイストを起点とした

企業連携のさらなる可能性が示唆されている。また、上勝町が実施している経済循環に関連

する施策は、人口減少への対策、起業促進や企業誘致の施策、およびゼロ・ウェイストの活

性化を目指す施策（ちりつもポイントキャンペーンなど）が中心となっている。町民や移住

者などの個人を対象とした施策が中心であり、事業所間の連携を促す施策は限られている。 

一方で、議員や町内事業所へのヒアリングを通じて、今後、ゼロ・ウェイストを軸とした

経済循環をさらに活性化させていくためには、2 点の課題があると考えられる。 

1 点目に、企業連携が個社に閉じており、行政や町民、複数の町内事業所が関わる仕組み

となっていない点が挙げられる。下図では企業連携にかかわるステークホルダーと、ステー

クホルダーで循環する価値を可視化している。図では、多様なステークホルダー間の連携を

示しているが、町内事業所間、上勝町のビジョンに共感する町外企業や自治体間での連携も

可能である。現状では、上勝町が町外の企業にもたらしてほしい価値が不明確になっている

ため、企業連携によって得られる価値が上勝町全体に広がらないことが懸念される。また、

町民においてはゼロ・ウェイストによって経済循環が起き、価値がもたらされている実感が

得られにくい状態になっている。 
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2 点目に、視察に訪れる企業や個人は年間 2,000 名（延べ）ほど存在しているが、上勝町

のビジョンに共感されても、その後企業連携に発展させる仕組みが不足している。下図にあ

るように、Lv.1 に該当する企業や個人が多数存在しても、Lv.2、さらに Lv.3 に進む企業数

が少なく、有意義な企業連携の可能性を逃してしまっている可能性がある。 

 

これらの課題を解決することを目指し、計画書に記載のとおり「ゼロ・ウェイスト コラ

ボレーション デザインセンター」（仮称、以下 ZW-CDC）を設立し、町内・町外との連携

を図っていく。 

 

2-2. ワークショップの開催（プロトタイピング） 

ZW-CDC が取り組むことの一つがワークショップの定期開催である。ワークショップと

は、「創ることで学ぶ活動」と定義され、ファシリテーターと呼ばれる進行役のサポートの

もとで，集団で新しいアイデアや形を創り出す活動を通して学ぶところにその特徴がある

（山内、森、安斎 (2013)「ワークショップデザイン論―創ることで学ぶ」、東京：慶應義塾

大学出版会）。経済循環を起こしていくために、ニーズや問題の探索、問題の定義、アイデ

アの創出、実装までのプロセスに、町内外の人たちを巻き込む必要がある。その手法として

ワークショップを開催することが考えられる。 

2021 年 3 月に本計画の経済循環プロジェクトの一環として、町内事業所である株式会社

いろどりの協力を得て「いろどりの未来につながるアイデア」を創出する終日のワークショ

ップを開催した。以下のタイムスケジュールの通り、いろどりの事業概要のインプットや各
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チーム 2 名ずつインタビューする時間を設け、いろどりの現状について知ってもらうこと

を重視した。徳島県出身の参加者からは「メディアを通じて知っていたいろどりとは違う点

がたくさんあり、現状を理解した上で未来を描けた」という声も挙がり、当事者と直接話す

ことによる価値が見出された。 

 

合計 6 名の参加者は 20～50 代の多様なメンバーで構成され、全参加者が上勝町を知ってお

り、半数がいろどりについて知っていた。3 名ずつの 2 グループに分かれ上記のプログラム

を経て、最終プレゼンテーションで発表されたアイデアを以下で紹介する。 

 

【A チーム（デザイナー1 名、ゼロ・ウェイストに関心がある会社員 1 名、サステナビリテ

ィに関する仕事をしていた元会社員 1 名）】「ハイブリッド移住」：上勝町在住のホストを中

止に居住地にかかわらずフォーマンセルを組み、ホストが抱える課題の解決に取り組む。 

 

開始時間 10時00分

終了時間 17時00分

420分

開始時刻終了時刻 予定分数 ブレイクアウト

10:00 10:45 45分 1

本日の趣旨とゴール+自己紹介（赤木）15分

上勝町に関するインプット（松本さんor東さん）10分

いろどりの事業概要（粟飯原さん）15分

Q&Aセッション 5分

メインルーム

10:45 11:05 20分 2
いろどりの未来を描く（10分で描いて、10分でチーム内共有）

現状の課題が解決できたとして5年後どんな会社になっていてほしいか自由に描く（リサーチを含む）
ブレイクアウト

11:05 11:30 25分 3
問題定義の作成（講義5分、ワーク15分）

未来につなげていくための「問い」を作成し、チームで解きたい問いを絞る
ブレイクアウト

11:30 11:45 15分 4
仮説検証インタビューの準備

確認したい仮説の明確化→インタビュー項目の作成
ブレイクアウト

11:45 12:30 45分 5 ランチ

12:30 14:40 130分 6

<12:35-13:35>

インタビュー①　粟飯原さん

インタビュー②　研修生の方（移住を検討していろどりをお手伝いしている方）

<13:40-14:40>

インタビュー③　いろどり農家さん若手

インタビュー④　いろどり農家さんベテラン

ブレイクアウト

14:40 14:50 10分 7 休憩

14:50 15:00 10分 8 インタビュー結果で得た気づき抽出＆問題定義の修正 ブレイクアウト

15:00 15:30 30分 9 アイデアの創出（ブレスト→アイデアシート） ブレイクアウト

15:30 15:55 25分 10 アイデアによって上勝町内外で循環する価値を可視化する（CVCA） ブレイクアウト

15:55 16:20 25分 11 プレゼンテーションの準備 ブレイクアウト

16:20 16:30 10分 12 休憩

16:30 16:50 20分 13 プレゼンテーション（1チーム7分・コメント3分） メインルーム

16:50 17:00 10分 14 Wrap up メインルーム

項目ができたチームからお昼休み

予定

タイトル 備考
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（考察） 

参加者は、移住者を増やすのではなく、関係人口を増やす考え方に関心を示していた。ホス

トを誰にするかがキーとなると考えられる。実際、インタビューに協力してくださったいろ

どり農家の方と参加者との交流はその後も SNS 上で見られ、このようなワークショップが

ハイブリッド移住のきっかけになると考えられる。 

 

【B チーム（徳島県出身者 1 名、ゼロ・ウェイスト政策の研究者 1 名、ゼロ・ウェイストに

関心がある会社員 1 名）】生産者と生活者を直接つなぐ新たな販売方法：いろどり農家への

インタビューから「注文を取れた瞬間」にやりがいを感じるという点に着目し、販売先を広

げることを提案。 
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（考察） 

ワークショップに参加されていた㈱いろどり社員も B2C 販売の可能性について言及されて

いた。ワークショップ後、これまで連携がなかったいろどりとゼロ・ウェイストの連携とと

もに、いろどりの未来を一緒に考える企業連携プロジェクトに進展した。 
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本ワークショップに参加していた 6 名のうち 3 名は、前述のゼロ・ウェイストな暮らし

について考えるワークショップにも参加しており、上勝町やゼロ・ウェイストとのかかわり

を継続することができている。上勝町内外をつなぎ、上勝町の課題解決に取り組むワークシ

ョップは、上勝町のビジョンへの共感やかかわりの継続に効果があると考えられる。 

その他、2022 年 1 月にはゼロ・ウェイストをテーマにした「デザイン思考コンソーシア

ム」を Tsukuru to Ugoku Design 株式会社が開催した。上勝町役場と合同会社 RDND から

の参加者に加え、ゼロ・ウェイストに今後力を入れていきたい企業と、デザイン思考を学ん

でみたいと手を挙げた上勝町外の企業や個人ら合計 13 名が参加した。全 3 日間合計 9 時間

のオンライン講座ではあったが、これまでゼロ・ウェイストに関心がなかった参加者も、い

かにごみを減らす行動を促せるかデザイン思考を活用してアイデアを創出することができ

た。他の人にも推薦したい度合いを聞く NPS®はは下図の通りであり、特にこれまでゼロ・

ウェイストに携わったことがない参加者から高い満足度が得られた。ゼロ・ウェイストへの

関心を広げる活動として可能性が見られた。 

 

2022 年 2 月 8 日～10 日の日程で、株式会社新東通信が企画・運営し、上勝株式会社 BIG 

EYE COMPANY が受け入れを行った「GREEN WORK KAMIKATSU」が上勝町ゼロ・ウェ

イストセンターにて開催された。東名阪の事業者および上勝町内事業者・関係者の約 40 名

を対象に、国内外のサーキュラーエコノミーの専門家によるセミナー、インプットを行い、

サステナブルなまちづくりの実現に向けたワークショップを通して、今後の上勝町でのサ

ーキュラーエコノミーの実装に向けたアイディエーションを実施した。 

結果として、この時に提案された様々な課題の解決案を実装したという、廃棄物処理業者

や素材メーカー、広告代理店等がイベント終了後も継続的な上勝町との連携を希望し、現在

はいくつかの企業の担当者と情報交換を行っている。このことから、このイベントのように

様々な企業が上勝町に集う機会を作るゼロ・ウェイスト・コラボレーション・デザインセン

ター（仮）の活動の一環として、上勝町が主催するワークショップを定期的に開催すること
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が期待される。Lv.1 の視察者の中で上勝町に関わりたい人たちの他、ゼロ・ウェイストに関

心がある層、アイデア創出や実装について学びたい層がターゲットとして考えられる。 

 

GREEN WORK KAMIKATSU の様子 

 

2-3. 企業連携プロジェクトの事例紹介 

今後、ZW-CDC の中心的な活動になる企業連携プロジェクトである。パイロットプロジ

ェクトとして 4 つのプロジェクトに取り組んだ。計画書には記載していない 2 件について

本項で紹介する。いずれのプロジェクトにも共通して以下のような想いを持った連携先と

取り組むことができている。 

 

・ 自社の利益だけではなく、商品開発を通じて上勝町の課題解決をしたい 

・ ゼロ・ウェイストの考え方に共感しており、より豊かな暮らしの実現を目指している 

・ 実際に上勝町に訪れるなど、上勝町の人々とのかかわりを重視している 

 

アルファフードスタッフ×カフェ・ポールスター：量り売りの実証実験 

左：浅井氏の会社で取り扱われているオーガニックナッツやドライフルーツの量り売りトライアル 

右：浅井氏によるレクチャーの様子 
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参加者 
アルファフードスタッフ（浅井氏）、管理栄養士（江間氏）、ゼロ・ウェイ

ストタウン計画経済循環プロジェクト（東、赤木） 

連携の 

きっかけ 

2021 年 11 月に浅井氏が視察に来た際に、量り売りコンサルティングのニ

ーズが高まっていることについて議論。上勝町への移住を検討している江

間氏も連携に加わる。 

目的 
ウェイストにつながる量り売りの可能性を日本国内で広げるためのコンサ

ルティングサービスを展開する。 

進捗状況 

浅井氏からはこれまで取り組んできた量り売りに関連するサービスや海外

視察の情報提供、量り売りに適した素材について、東から上勝町内でこれ

まで取り組まれてきた量り売り店舗について共有された。2022 年 3 月にカ

フェ・ポールスターにて実施されたゼロ・ウェイストラウンドテーブルに

て、浅井氏より町内外に向けたオーガニック食品や量り売りとゼロ・ウェ

イストの関係性についての講義があり、上勝町での量り売り店舗へのニー

ズを探った。 

異業種合同チーム×RDND：ゼロ・ウェイストホーム 

 

提案された企画のイメージ 

参加者 

株式会社リクルートが企画するプログラムへの参加者である自動車メーカ

ー、大手銀行、商社、エンジニアが集まったグループ異業種合同チーム 

「Jammin’ Team 」5 名 

連携の 

きっかけ 

Jammin Team からの視察依頼 
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目的 

上勝町の課題解決に向けた事業案を立案し、プレゼンするという研修プロ

グラムにおいて、先方としては情報交換を目的とし、こちらは各企業のリ

ソースを上勝町に提供可能か、この事業の実現可能性があるのかを探っ

た。 

進捗状況 

プレゼンは終了しプログラム自体は終了している。情報交換の中で株式会

社 MUJI HOUSE 取締役の川内浩司氏と上勝町における企業連携の可能性に

ついて、徳島大学人と地域創生センターの松本卓也氏とは、e-bike 活用の

実現可能性について協議した。今後は Jammin’ Team は一旦解散となるた

め、ゼロ・ウェイストホーム実現を目指すのであれば、個別に MUJI 

HOUSE や徳島大学との連携を模索しなければならない。 
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３ 上勝マインドの継承者を育成する仕組み 

本項では「学校づくり」の計画策定に向けて実施されてきたディスカッションやリサーチ

について記述する。 

 

3-1. 推進員会で出された意見の総括 

検討された教育システムの仕組みは以下の通り。上勝マインドを持った後継者を、他地域

にも派遣できるようなスペシャリストへと育てることを目的とし、将来的には国内のみな

らず世界から人が集まる教育・学習の場へとなることを目指す。 

 

 

また 2020 年 11 月に行われた推進員会では各メンバーから教育機関の具体的な素案を出

しディスカッションを行った（下表参照）。共通していたのは「これからの社会を変えてい

く、という当事者意識があり自ら考え行動できる」という育成したい人材像。また対象年齢

の想定にはばらつきがあったものの、13～18 歳前後の中高校世代を想定しているメンバー

が多くみられた。また学生の上勝での生活スタイルについてはほぼ全メンバーが全寮制（里

親・ホームステイ含む）を想定。 
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3-2. 参考となる学校に関する調査 

現存の教育機関のサーチを実施した。既存の公教育制度にとらわれない自由教育や、少人

数制度、全寮制など生活と密着した教育、環境や自然をテーマとした専門的な教育などの観

点をもとに、参考となりそうな学校をリスト化した（下表参照）。 

＜学校プロジェクトにおけるリサーチ学校リスト＞ 

学
校
名 

コンセプト 分類 

法
人
形
態 

設
立
時
期 

対
象
年
齢 

学生数 学費 

寮
の
有
無 

所在地 
リ
ン
ク 

キー 
ワード 

東
京
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル 

家族的な雰囲気の中
で子供たちが安心し
て学べる環境を提供
し、人と人とのつな
がり・信頼の中で学
び合うコミュニティ
スクール。少人数・
異年齢による「実体
験に基づく探究」と
「テクノロジーを活
用した学習の個別
化」を実現するマイ
クロスクールを運
営。日本の子どもた
ちが、正解なき人生
や国境なきグローバ
ル社会で、たくまし
く生き抜く力を育む
仕組みを社会に広め
るために活動。 

幼稚園
～ 

小学校 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

２
０
０
４
年 

3
~

1
2
 

幼稚園 18
名 

小学 54 人 
※1 年生の
募集は 9

人 

入学金：20
万円 

施設拡充
費：10 万円 
学費：78 万

円/年 
教材費：約
10 万円/年 

無 
東京都 
中野区
中野 

http
://t
oky
ocs.
org
/  

自由 
 

少人数制 

こ
ろ
あ
い
自
然
楽
校 

豊かな自然の中で、
子どもたちは毎日森
や草原に出かけ、四
季の変化を楽しんだ
り、自然を活用した
遊びを通して、個性
豊かな感性を磨く。
小学生には、2020 年
度からイエナプラン
を導入し、画一的な
教育ではなく、個人
を尊重し子どもが本
来持っている探求心
に基づいて、自律
的・主体的に学習や
行事が展開されるオ
ルタナティブスクー
ルとして展開。その
他にも乳幼児と親子
で参加し、自然育児
について学び合う親
子クラスを開催して
いる。 

幼稚園
～ 

小学校 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

２
０
１
４
年 

週
１
の
預
か
り
保
育
コ
ー
ス
か
ら
ス
タ
ー
ト 

3
~

1
2
 

幼稚園 23
人 

小学部は
2018 年開
校のため
現在少人

数 

入学金：1
万円 

月謝：3 万
3 千円 

施設維持
費：1 万円/

年 

無 
兵庫県 
加古郡
稲美町 

http
s://
ww
w.k
oro
aish
izen
.co
m/  

自由 
 

少人数制 
 

自然 

http://tokyocs.org/
http://tokyocs.org/
http://tokyocs.org/
http://tokyocs.org/
http://tokyocs.org/
http://tokyocs.org/
https://www.koroaishizen.com/
https://www.koroaishizen.com/
https://www.koroaishizen.com/
https://www.koroaishizen.com/
https://www.koroaishizen.com/
https://www.koroaishizen.com/
https://www.koroaishizen.com/
https://www.koroaishizen.com/
https://www.koroaishizen.com/
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茂
来
学
園
大
日
向
小
学
校 

日本初のイエナプラ
ン教育に基づく小学
校。イエナプラン教
育の経験に学びつ
つ、日本の教育なら
ではの豊かさを活か
すことで、新たな価
値を提供する。 
限られた一部の人の
ためだけに特殊な教
育を行う学校ではな
く、学習指導要領に
基づいた教育を行う
一条校である小学校
の新たな在り方を示
すことを目指す。 

小学校 

学
校
法
人 

２
０
１
９
年 

6
~

1
2
 

約 180 名 
 

※1 年生の
募集定員
は 30 名 

入学金：10
万円 

施設維持
費：2 万円/

年 
教材費：2

万４千円/年 
学費：3 万
5 千円/月 

無 
長野県 
南佐久

郡 

http
s://
ww
w.je
napl
ans
cho
ol.a
c.jp
/  

自由 
 

少人数制 

神
石
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル 

日本初の小学生を対
象としたボーディン
グスクール。漢字、
道徳など、文部科学
省が認定しているカ
リキュラムは日本
語、その他の科目は
日英のデュアルラン
ゲージで学べる。広
大な敷地には牧場が
併設され、子どもた
ちがガーデンを持っ
て植物や野菜を育て
るなど四季を楽しむ
アクティビティで、
子どもたちの心と体
の健康を育みます。 

小学校 

学
校
法
人 

２
０
２
０
年 

6
~

1
2
 

144 人 1
学年 24 人 

入学金：50
万円施設拡
充費：10 万
円/年授業
料：460 万
円/年寄宿
料：140 万
円/年施設設
備費：12 万
円/年教材諸
費：12 万円
/年その他制
服費等：15
万円程度 

全
寮
制 

広島県
神石郡
神石高
原町 

http
s://
jins
ekik
oge
n.co
.jp/j
a/ 

少人数制
寮生活自

然 

軽
井
沢
風
越
学
園 

幼稚園と義務教育学
校からなる 12 年間
の幼小中混在校。講
義中心の一斉授業・
画一的なカリキュラ
ム・固定的な学級編
成等に代表されるよ
うな従来型の学校教
育に対し、遊びが学
びへとつながってい
く、人間の自然な育
ちを大切にした学
校。前期（年少～２
年生）と後期（３年
生～７年生）に分
け、「ホーム」と呼
ぶ 20 名の異年齢グ
ループで生活・あそ
び・学びをつくる。 

幼稚
園・義
務教育
学校 

学
校
法
人 

２
０
２
０
年 

3
~

1
5
 

【幼稚
園】 

72 名（予
定） 

※年少の
募集は 24

名 
【義務教
育校】 

315 名（予
定） 

※1 年生の
募集は 35

人 

【幼稚園】 
学費：54 万

円/年 
施設費：10

万円/年 

無 

長野県 
北佐久

郡 
軽井沢

町 

http
s://
kaz
ako
shi.
ed.j
p/  

自由 
 

一貫教育 
 

自然 

https://www.jenaplanschool.ac.jp/
https://www.jenaplanschool.ac.jp/
https://www.jenaplanschool.ac.jp/
https://www.jenaplanschool.ac.jp/
https://www.jenaplanschool.ac.jp/
https://www.jenaplanschool.ac.jp/
https://www.jenaplanschool.ac.jp/
https://www.jenaplanschool.ac.jp/
https://www.jenaplanschool.ac.jp/
https://www.jenaplanschool.ac.jp/
https://jinsekikogen.co.jp/ja/
https://jinsekikogen.co.jp/ja/
https://jinsekikogen.co.jp/ja/
https://jinsekikogen.co.jp/ja/
https://jinsekikogen.co.jp/ja/
https://jinsekikogen.co.jp/ja/
https://jinsekikogen.co.jp/ja/
https://jinsekikogen.co.jp/ja/
https://kazakoshi.ed.jp/
https://kazakoshi.ed.jp/
https://kazakoshi.ed.jp/
https://kazakoshi.ed.jp/
https://kazakoshi.ed.jp/
https://kazakoshi.ed.jp/
https://kazakoshi.ed.jp/
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ラ
ー
ン
ネ
ッ
ト
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ク
ー
ル 

モンテッソーリ教育
を取り入れた幼稚
園、3 歳以上のアフ
タースクール、小学
生向けのフルスクー
ルを有するフリース
クール。 
学内では子どもの学
習を側面支援すると
いう意味で指導者を
先生でなくナビゲー
タと呼び、すべての
子どもが持っている
「好奇心」「探究
心」「自ら成長する
力」を最大限に発揮
する事を通じ、その
後の人生を力強く生
き抜く「幹」を育む
ことを目指す。 

幼稚園
～ 

小学校 

任
意
団
体 

１
９
９
６
年 

3
~

1
5
 

幼稚園 15
人 

小学 24 人 

【幼稚園】 
入園金：10

万円 
保育料：53

万円/年 
【小学部】 
入学金：25

万円 
施設充実

費：5 万円 
授業料：80

万円/年 
施設維持充
実費：12 万

円/年 

無 

兵庫県 
神戸市
東灘区 
（岡本
わくわ
くハウ
ス） 

 
神戸市
灘区 

六甲山
町 

（六甲
山のび
のびロ
ッジ） 

http
://
ww
w.l-
net.
co
m/  

自由 
 

少人数制 
 

自然 

い
い
づ
な
学
園 

恵まれた自然環境の
中で、かけがえのな
い「子ども期」の自
由な心を大切にし、
競争よりも様々な
人々と共に学ぶ共感
を、また四季折々の
変化の中で、教科書
だけでなく、自然や
動物と出会い、手と
体を使って学ぶ本当
の知恵を大切にした
教育を理想としてい
る。五感をフル使っ
て気づき、体を使っ
て行動し、自らの頭
で考え実践していく
力を育み、幸せな自
分の人生を選び取る
自由で独立した人を
育てることをめざ
す。 

幼稚園
～中学

校 

学
校
法
人 

２
０
０
４
年 

3
~

1
5
 

幼稚園 60
名小学 60
人中学 40

人 

【幼稚園】
入園料：8
万円特定保
育料：9 万

円/年送迎バ
ス：10 万円
/年【小中学

校】入学
金：20 万円
授業料：57
万円/年学級

活動費：
2~4 万円/年
通学バス：
15 万円/年 

無 

長野県
長野市
大字上
ケ屋長
野市富
田（グ
リーン
ヒルズ
小中学
校） 

http
s://
ww
w.ii
zun
a-
gak
uen.
info
/  

自由少人
数制自然 

ど
ん
ぐ
り
自
然
学
校 

鹿児島市街地から車
で 20 分ほどの郊外
の住宅地にある、幼
稚園～中学校までの
一貫教育を行う学
校。シュタイナー教
育の理念に学びなが
ら、鹿児島の地にふ
さわしい、郷土を愛
するとともに世界へ
と目を向けられる、
そんな人間としての
学びの場をつくり上
げることを教育理念
とする。 

幼稚園
～ 

中学校 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

１
９
９
４
年 

幼
児
園
か
ら
ス
タ
ー
ト 

3
~

1
5
 

 
幼稚園 13

人 
小学 19 人 
中学 10 人 

【幼稚園】 
入園料：6

万円 
保育料：3

万 3 千円/月 
【小中学】 
入学金：9

万円 
学費：4 万

円/月 

無 

鹿児島
県 

鹿児島
市 

吉野町 

http
s://
ww
w.d
ong
uri-
stei
ner.
net
/  

一貫教育 
 

少人数制 

http://www.l-net.com/
http://www.l-net.com/
http://www.l-net.com/
http://www.l-net.com/
http://www.l-net.com/
http://www.l-net.com/
http://www.l-net.com/
https://www.iizuna-gakuen.info/
https://www.iizuna-gakuen.info/
https://www.iizuna-gakuen.info/
https://www.iizuna-gakuen.info/
https://www.iizuna-gakuen.info/
https://www.iizuna-gakuen.info/
https://www.iizuna-gakuen.info/
https://www.iizuna-gakuen.info/
https://www.iizuna-gakuen.info/
https://www.iizuna-gakuen.info/
https://www.donguri-steiner.net/
https://www.donguri-steiner.net/
https://www.donguri-steiner.net/
https://www.donguri-steiner.net/
https://www.donguri-steiner.net/
https://www.donguri-steiner.net/
https://www.donguri-steiner.net/
https://www.donguri-steiner.net/
https://www.donguri-steiner.net/
https://www.donguri-steiner.net/
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箕
面
こ
ど
も
の
森
学
園 

子ども一人ひとりの
個性を尊重し、 
民主的に生きる市民
を育むことを目的と
したオルタナティブ
スクール（小中学
校）。 
フレネ教育やイエナ
プラン教育をベース
に、ESD（持続可能
な未来をつくる教
育）を行っている。 

小中学
校 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

１
９
９
９
年 

大
阪
に
新
し
い
学
校
を
創
る
会
発
足
か
ら

ス
タ
ー
ト 

6
~

1
5
 

約 60 名 
 

小学 40 名 
中学 20 名 

入学金：25
万円 

施設料：5
万 3 千円/年 
学費：4 万

円/月 

無 
大阪府 
箕面市 

http
s://
cok
reo
no-
mor
i.co
m/k
odo
mo
no
mor
i/in
dex.
htm
l 

自由 
 

一貫教育 
 

少人数制 

き
の
く
に
子
供
の
村
小
中
学
校 

戦後はじめて学校法
人として認可された
自由な学校。子ども
たちの多くが寮生活
を送り１学年２０
名。宿題がない。テ
ストもない。「先
生」と呼ばれる大人
もいない。 
子どもは自分のした
い活動をよく考え
て、その年のクラス
を選び、授業の多く
が体験学習にあてら
れる。どのクラスも
異年齢学級。 

小中学
校 

学
校
法
人 

１
９
９
２
年 

6
~

1
5
 

1 学年 
10~20 名 

 
※縦割り
学級で 1
クラス 25

名程度 

入学金：25
万円 

学費：5 万
円/月 

寮費：6 万
円/月 

 
※過去の卒
業者の書き
込みより 

有 
 
7
割
の
生
徒
が
入
寮 

和歌山
県 

橋本市 

http
://
ww
w.ki
nok
uni.
ac.j
p/n
c/h
tml
/ht
doc
s/?
pag
e_id
=13 

自由 
 

一貫教育 
 

少人数制 
 

寮生活 
 

自然 

粟
島
浦
村
立
小
中
学
校 

地域と学校の双方向
の連携・協働による
子供の学びと地域づ
くりをミッションに
掲げており、入学・
転校を希望する児
童・生徒を「しおか
ぜ留学」という形で
受け入れ、島民との
交流、粟島馬との交
流などを中心とした
豊かで個性的な教育
体験をもとに、島の
子どもたちと「しお
かぜ留学」の子ども
たちとが共に社会を
生み出し、社会に貢
献する人となること
を目的としている。 

小中学
校 

公
立 

１
８
９
２
年 

6
~

1
5
 

小学 10 名
中学校 20

名 

留学生費
用：5 万円/

月 

有
留
学
生
は
村
が
用
意
し
た
寄
宿
舎
で
生
活
。 

新潟県
岩船郡
粟島浦

村 

http
s://
ww
w.a
was
him
aur
a.ed
.jp/ 

少人数制
寮生活自
然地域と

協働 

https://cokreono-mori.com/kodomonomori/index.html
https://cokreono-mori.com/kodomonomori/index.html
https://cokreono-mori.com/kodomonomori/index.html
https://cokreono-mori.com/kodomonomori/index.html
https://cokreono-mori.com/kodomonomori/index.html
https://cokreono-mori.com/kodomonomori/index.html
https://cokreono-mori.com/kodomonomori/index.html
https://cokreono-mori.com/kodomonomori/index.html
https://cokreono-mori.com/kodomonomori/index.html
https://cokreono-mori.com/kodomonomori/index.html
https://cokreono-mori.com/kodomonomori/index.html
https://cokreono-mori.com/kodomonomori/index.html
https://cokreono-mori.com/kodomonomori/index.html
https://cokreono-mori.com/kodomonomori/index.html
https://cokreono-mori.com/kodomonomori/index.html
https://cokreono-mori.com/kodomonomori/index.html
http://www.kinokuni.ac.jp/nc/html/htdocs/?page_id=13
http://www.kinokuni.ac.jp/nc/html/htdocs/?page_id=13
http://www.kinokuni.ac.jp/nc/html/htdocs/?page_id=13
http://www.kinokuni.ac.jp/nc/html/htdocs/?page_id=13
http://www.kinokuni.ac.jp/nc/html/htdocs/?page_id=13
http://www.kinokuni.ac.jp/nc/html/htdocs/?page_id=13
http://www.kinokuni.ac.jp/nc/html/htdocs/?page_id=13
http://www.kinokuni.ac.jp/nc/html/htdocs/?page_id=13
http://www.kinokuni.ac.jp/nc/html/htdocs/?page_id=13
http://www.kinokuni.ac.jp/nc/html/htdocs/?page_id=13
http://www.kinokuni.ac.jp/nc/html/htdocs/?page_id=13
http://www.kinokuni.ac.jp/nc/html/htdocs/?page_id=13
http://www.kinokuni.ac.jp/nc/html/htdocs/?page_id=13
http://www.kinokuni.ac.jp/nc/html/htdocs/?page_id=13
http://www.kinokuni.ac.jp/nc/html/htdocs/?page_id=13
http://www.kinokuni.ac.jp/nc/html/htdocs/?page_id=13
https://www.awashimaura.ed.jp/
https://www.awashimaura.ed.jp/
https://www.awashimaura.ed.jp/
https://www.awashimaura.ed.jp/
https://www.awashimaura.ed.jp/
https://www.awashimaura.ed.jp/
https://www.awashimaura.ed.jp/
https://www.awashimaura.ed.jp/
https://www.awashimaura.ed.jp/
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森
の
学
校
楠
学
園 

鹿児島県にある武家
屋敷を校舎とする、
小規模なフリースク
ール。 
人はみな それぞれの
能力を持っており、
子どもたちのもって
いる力を思う存分に
伸ばし、自分らしく
いきいきと生きてい
けるよう、世の中が
どう変化しても対応
できるよう本質を見
抜く感性を磨くこと
を目指す。 

小中学
校 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

２
０
０
８
年 

6
~

1
5
 

ー 

入学金：4
万 2 千円 
授業料：3

万 5 千円/月 
寮費：4 万
5 千円/月 

有 

鹿児島
県 

姶良郡
蒲生町 

http
s://
nat
ural
sta
nce.
jp/ 

少人数制 
 

寮生活 
 

自然 

W
IN

G
 S

C
H

O
O

L
 

豊かな自然との触れ
合いを通して、自分
らしくエネルギー値
高く生きる「感性」
が開かれること、わ
かりやすく楽しい授
業で子ども達の「知
性」を高めること、
それぞれが選んだテ
ーマで取り組むグル
ーププロジェクト等
のサイクルを繰り返
すことで「プロジェ
クト力」を育み、夢
実現の力を身につけ
ていくことを目指
す。 

小中学
校 

一
般
社
団
法
人 

２
０
１
８
年 

6

～1
5
 

64 人 
※2 学年ず
つの 1 ク
ラス 16 人 

入学金：10
万円 

授業料：10
万円/月 

管理費：1
万 5 千円/月 

無 
熊本県 
熊本市
中央区 

http
s://
win
gsc
hool
.jp/ 

一貫教育 
 

少人数制 
 

自然 

あ
い
ち
唯
の
森 

1．自分らしく十分に
生きる学校、2．学ぶ
ことの本質を味わう
学校、3、より良い未
来をともに創る学校
を基本理念とするオ
ルタナティブスクー
ル。 

小中学
校 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

２
０
１
９
年 

6

～1
5
 

小学 48 人 
中学 24 人 
（予定） 

授業料、教
材費、施設
費を合わせ
て 5 万円/月
を超えない
ように設定 

無 

愛知県 
名古屋

市 
緑区鳴
海町 

http
s://
ww
w.y
uino
mor
i.or
g/ 

一貫教育 
 

少人数制 

お
か
や
ま
希
望
学
園 

不登校など既存の学
校になじみにくい子
どもたちが、「笑顔
を取り戻したい」、
「自信を回復した
い」、あるいは自然
豊かな環境のもとで
「自分らしさ」を存
分に発揮したいと願
って集い合っている
学園。全寮制によ
る、学習と生活の一
体化した教育を通じ
て、知・徳・体のバ
ランスの取れた、個
性・社会性豊かな子
供の育成を目指す。 

小中学
校 

学
校
法
人 

１
９
９
５
年 

6
~

1
5
 

― 

入学金：15
万円【小学
校】7 万 5

千円/月【中
学校】8 万
5 千円/月※
寄宿舎費含

む 

全
寮
制 

岡山県
加賀郡
吉備中
央町 

http
://
ww
w.ki
bou
-

gak
uen.
jp/I
ntro
/M
ess
age.
htm

l 

一貫教育
寮生活 

https://naturalstance.jp/
https://naturalstance.jp/
https://naturalstance.jp/
https://naturalstance.jp/
https://naturalstance.jp/
https://naturalstance.jp/
https://naturalstance.jp/
https://wingschool.jp/
https://wingschool.jp/
https://wingschool.jp/
https://wingschool.jp/
https://wingschool.jp/
https://wingschool.jp/
https://www.yuinomori.org/
https://www.yuinomori.org/
https://www.yuinomori.org/
https://www.yuinomori.org/
https://www.yuinomori.org/
https://www.yuinomori.org/
https://www.yuinomori.org/
https://www.yuinomori.org/
http://www.kibou-gakuen.jp/Intro/Message.html
http://www.kibou-gakuen.jp/Intro/Message.html
http://www.kibou-gakuen.jp/Intro/Message.html
http://www.kibou-gakuen.jp/Intro/Message.html
http://www.kibou-gakuen.jp/Intro/Message.html
http://www.kibou-gakuen.jp/Intro/Message.html
http://www.kibou-gakuen.jp/Intro/Message.html
http://www.kibou-gakuen.jp/Intro/Message.html
http://www.kibou-gakuen.jp/Intro/Message.html
http://www.kibou-gakuen.jp/Intro/Message.html
http://www.kibou-gakuen.jp/Intro/Message.html
http://www.kibou-gakuen.jp/Intro/Message.html
http://www.kibou-gakuen.jp/Intro/Message.html
http://www.kibou-gakuen.jp/Intro/Message.html
http://www.kibou-gakuen.jp/Intro/Message.html
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札
幌
サ
ド
ベ
リ
ー
ス
ク
ー
ル 

アメリカのボストン
にあるサドベリー・
バレー・スクールに
共感し同じ理念の下
で運営している学
校。 
公立学校が合わな
い、子どもにとって
良い居場所であるこ
と。個人の発達を長
期的に見守り、状況
にあったフレキシブ
ルな対応をするこ
と。少人数制でひと
りひとりとしっかり
関わること。生涯に
渡って自主的で主体
的な学びができるよ
う、生きる力の土台
となる自己肯定感を
育むこと。を理念と
する。 

年齢分
け・ク
ラス分
けなし 

一
般
社
団
法
人 

１
０
１
２
年 

5

～1
8
 

ー 

入学金：15
万円 

学費：3 万
円/月 

無 
北海道 
札幌市 

http
s://
sap
por
o-
sud
bur
y-
sch
ool.j
imd
osit
e.co
m/  

自由 
 

一貫教育 

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
学
園 

ルドルフ・シュタイ
ナーの教育理念に基
づき、小中高 12 年
間一貫の芸術性豊か
なカリキュラムによ
り、“あたま”と“ここ
ろ”と“からだ”のバラ
ンスのとれた、どん
な時代・どんな環境
においても、自分の
人生を、自分らしく
生きていける、ほん
とうの意味で自立し
た「自由な人間」を
育てることを目指
す。 

小中高
一貫 

学
校
法
人 

１
９
８
７
年 

１
年
生
８
名
の
み
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
か

ら
ス
タ
ー
ト 

6
~

1
8
 

約 300 人 
 

※１年生
の募集定

員は 26 名
（男女合

計） 

入学金：45
万円 

学費：4 万
３千円/月 

 
※小学部か

らは 
学費 5 万３

千円/月 

無 

神奈川
県 

相模原
市 

http
s://
ww
w.st
eine
r.ed
.jp/ 

自由 
 

一貫教育 
 

少人数制 

京
田
辺
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
学
校 

ルドルフ・シュタイ
ナーの教育理念に基
づき、初等・中等部
では一人の担任が 8
年間継続して受け持
ち、一人ひとりに寄
り添って成長を見守
る。高等部では、教
科ごとに専門の教員
や外部講師による授
業が行われ、工芸・
芸術・農業・福祉体
験など様々な分野の
実習も多く盛り込ま
れる。 

小中高
一貫 

N
P

O

法
人 

１
９
９
４
年
保
護
者
が
中
心
と
な
っ
た

勉
強
会
か
ら
ス
タ
ー
ト 

6
~

1
8
 

約 270 名 

入学金：30
万円施設維
持協力金：
25 万円以上
学費：5 万
６千円/月 

無 
京都府
京田辺

市 

http
s://
kts
g.jp
/  

自由一貫
教育少人

数制 

自
由
の
森
学
園 

点数序列主義に迎合
しない新しい教育を
めざして設立。競争
原理をテコとせず
に、本来の学びを授
業をとおして実現し
ようとする。 

中高学
校 

学
校
法
人 

１
９
８
５
年 

1
3
~

1
8
 

中学 234
名 

高校約 530
名 

入学金：27
万円 

学費：57 万
円/年 

入寮費：15
万円 

寮費：100
万円/年 

有 
埼玉県 
飯能市 
小岩井 

http
s://
ww
w.ji
yun
om
ori.
ac.j
p/  

一貫教育 
 

寮生活 

https://sapporo-sudbury-school.jimdosite.com/
https://sapporo-sudbury-school.jimdosite.com/
https://sapporo-sudbury-school.jimdosite.com/
https://sapporo-sudbury-school.jimdosite.com/
https://sapporo-sudbury-school.jimdosite.com/
https://sapporo-sudbury-school.jimdosite.com/
https://sapporo-sudbury-school.jimdosite.com/
https://sapporo-sudbury-school.jimdosite.com/
https://sapporo-sudbury-school.jimdosite.com/
https://sapporo-sudbury-school.jimdosite.com/
https://sapporo-sudbury-school.jimdosite.com/
https://sapporo-sudbury-school.jimdosite.com/
https://sapporo-sudbury-school.jimdosite.com/
https://sapporo-sudbury-school.jimdosite.com/
https://www.steiner.ed.jp/
https://www.steiner.ed.jp/
https://www.steiner.ed.jp/
https://www.steiner.ed.jp/
https://www.steiner.ed.jp/
https://www.steiner.ed.jp/
https://www.steiner.ed.jp/
https://ktsg.jp/
https://ktsg.jp/
https://ktsg.jp/
https://ktsg.jp/
https://ktsg.jp/
https://www.jiyunomori.ac.jp/
https://www.jiyunomori.ac.jp/
https://www.jiyunomori.ac.jp/
https://www.jiyunomori.ac.jp/
https://www.jiyunomori.ac.jp/
https://www.jiyunomori.ac.jp/
https://www.jiyunomori.ac.jp/
https://www.jiyunomori.ac.jp/
https://www.jiyunomori.ac.jp/
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宮
崎
県
立
中
等
教
育
学
校 

森林という自然を教
育のフィールドとし
て、自然に対する畏
敬の念を育て、 豊か
な人間性と創造力・
協調性を培い、主体
的に生きる人間の育
成を図ると共に、６
年間の計画的、継続
的な教育指導によ
り、効率的、一貫的
な教育を実現。また
全寮制による生活体
験を通して、社会性
や自己管理能力、自
主性、自立性、協調
性、 忍耐力、指導力
等を幅広く育てる。 

中高学
校 

公
立 

１
９
９
４
年 

1
3
~

1
8
 

中学 116
名 

高校 113
名 

寮費：3 万
3 千円/月 

全
寮
制 

宮崎県 
西臼杵

郡 
五ヶ瀬

町 

http
://g
oka
se-
h.co
m/  

一貫教育 
 

寮生活 
 

自然 

L
o
o
h

c
s

高
等
学
院 

「まるで、１５歳か
らの大学」として、
“高校” という枠に限
定すること 
なく、学びたいとい
うことを専門的に深
めることができる学
校。授業や学び方、
学校行事は学生が選
択し、自ら学校を創
っていくことができ
る。 
アクティブラーニン
グが中心となり、一
般高校にはない個人
の興味に沿ったハイ
レベルな授業が受け
られる。 

高校 

株
式
会
社 

２
０
１
９
年 

1
6
~

1
8
 

30 人 
※募集人
数は最大

10 人 

入学金：12
万円 

授業料：約
100 万円/年 
高校卒業単
位習得費：
約 30 万円/

年 

無 
東京都 
渋谷区
桜丘町 

http
s://
looh
cs.c
o/  

自由 
 

少人数制 
 

専門性 

U
W

C
 IS

A
K

 Ja
p

a
n

 

（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
ア
ジ

ア
軽
井
沢
） 

教育を通じて、人々
や国や文化を結び、
平和と持続可能な未
来に貢献することを
理念としたインター
ナショナルスクール
高校。「変革を起こ
せる人」を育てる訓
練と実践を積み重ね
ること、その中核を
なすリーダーシップ
やデザイン思考のプ
ログラムと、国際バ
カロレア・ディプロ
マ・プログラム（IB 
DP）を通して、生徒
たちは必要な知識や
思考、マインドセッ
トを身につけていく
ことを目指す。 

高校 

学
校
法
人 

２
０
１
４
年 

1
6
~

1
8
 

120 人※1
年次の募

集は 40 人 

入学金：30
万円授業

料：360 万
円/年寮費：
140 万円/年
施設費：30
万円/年諸費
用：15 万円

/年 

全
寮
制 

長野県
北佐久
郡軽井
沢町 

http
s://
uwc
isak
.jp/j
p/  

少人数制
寮生活 

http://gokase-h.com/
http://gokase-h.com/
http://gokase-h.com/
http://gokase-h.com/
http://gokase-h.com/
http://gokase-h.com/
https://loohcs.co/
https://loohcs.co/
https://loohcs.co/
https://loohcs.co/
https://loohcs.co/
https://uwcisak.jp/jp/
https://uwcisak.jp/jp/
https://uwcisak.jp/jp/
https://uwcisak.jp/jp/
https://uwcisak.jp/jp/
https://uwcisak.jp/jp/
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島
根
県
立
隠
岐
島
前
高
等
学
校 

日本各地に広まって
いる「高校魅力化プ
ロジェクト」発祥の
高校。危機感を持っ
た地域が、県立高校
と協働することでプ
ロジェクトを立ち上
げた。学校・行政・
地域住民が協働し、
日本各地から意志あ
る入学者を募る「島
留学」制度や、地域
住民が島留学生の支
援をする「島親」制
度、山積する地域課
題にチームで協働的
に取り組む課題解決
型の探究学習の構
築、学校・地域連携
型公立塾「隠岐國学
習センター」の設立
など様々な取組を進
めている。 

高校 
公
立 

１
９
５
５
年 

1
6
~

1
8
 

180 人程度 

諸会費等納
入金：27 万

円/年 
※2 年次の
海外研修旅

費含む 
教材・制服
費：約 10

万円 
 

入寮費：1
万円 

寮費：1 万
2 千円/月 
食費：2 万
8 千円/月 

有 
島根県 
隠岐郡 
海士町 

http
s://
ww
w.d
oze
n.ed
.jp/ 

少人数制 
 

寮生活 
 

自然 
 

地域と共
同 

島
根
県
立
津
和
野
高
等
学
校 

学校の寮とは別に、
NPO 法人 bootpia が
町内の観光宿と連携
しながら運営する
「地域に暮らし・学
ぶ教育型下宿」など”
まち親”のサポートの
元地域で暮らせる下
宿がいくつか存在。
学校と一体となって
生徒を支える町と
人、公営塾「HAN-
KOH」のスタッフや
教育魅力化コーディ
ネーター、全国から
学びを求めて来る人
など、多様な人が集
まっている。 

高校 
公
立 

１
９
０
８
年 

1
6
~

1
8
 

280 人 
 

うち 70 名
程度が県

外生 

【学校寮】 
入寮費：5

千円 
寮費・食

費：3 万５
千円/月 

 
【下宿】 

住居費：約
６~７万円 
※下宿によ
り異なる 

有 

島根県 
鹿足郡 
津和野

町 

http
://t
suw
ano.
ed.j
p/#
HO
ME 

寮生活 
 

自然 
 

地域と共
同 

き
の
く
に
国
際
高
等
専
修
学
校 

広く国際問題、社会
問題に取り組み、自
分自身と社会につい
て深く考えたい人の
ための学校。時事問
題、諸文化、言語、
芸術など、多彩な授
業から選択できる。
学校の規模は小さい
が、活動の幅は広
く、そして多くが専
門的となっている。 

高等専
修学校 

学
校
法
人 

１
９
９
８
年 

1
6
~

1
8
 

47 名 

入学金：24
万円 

学費：7 万
５千円/月 
諸経費：２
万円（通学

生）/月 
５万５千円
（寮生）/月 

有 
和歌山

県 
橋本市 

http
://
ww
w.ki
nok
uni.
ac.j
p/n
c_k
ous
en/
htm
l/ht
doc
s/ 

少人数制 
 

寮生活 
 

専門性 

https://www.dozen.ed.jp/
https://www.dozen.ed.jp/
https://www.dozen.ed.jp/
https://www.dozen.ed.jp/
https://www.dozen.ed.jp/
https://www.dozen.ed.jp/
https://www.dozen.ed.jp/
http://tsuwano.ed.jp/#HOME
http://tsuwano.ed.jp/#HOME
http://tsuwano.ed.jp/#HOME
http://tsuwano.ed.jp/#HOME
http://tsuwano.ed.jp/#HOME
http://tsuwano.ed.jp/#HOME
http://tsuwano.ed.jp/#HOME
http://tsuwano.ed.jp/#HOME
http://www.kinokuni.ac.jp/nc_kousen/html/htdocs/
http://www.kinokuni.ac.jp/nc_kousen/html/htdocs/
http://www.kinokuni.ac.jp/nc_kousen/html/htdocs/
http://www.kinokuni.ac.jp/nc_kousen/html/htdocs/
http://www.kinokuni.ac.jp/nc_kousen/html/htdocs/
http://www.kinokuni.ac.jp/nc_kousen/html/htdocs/
http://www.kinokuni.ac.jp/nc_kousen/html/htdocs/
http://www.kinokuni.ac.jp/nc_kousen/html/htdocs/
http://www.kinokuni.ac.jp/nc_kousen/html/htdocs/
http://www.kinokuni.ac.jp/nc_kousen/html/htdocs/
http://www.kinokuni.ac.jp/nc_kousen/html/htdocs/
http://www.kinokuni.ac.jp/nc_kousen/html/htdocs/
http://www.kinokuni.ac.jp/nc_kousen/html/htdocs/
http://www.kinokuni.ac.jp/nc_kousen/html/htdocs/
http://www.kinokuni.ac.jp/nc_kousen/html/htdocs/
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自
由
学
園 

「真の自由人」を育
てるをコンセプト
に、どのように自分
らしく、主体的に生
きていくかを学ぶ。
キリスト教を土台と
した教育。「24 時間
の生活すべてが勉
強」という教育理念
のもと、仲間と共に
行う学校生活、寮生
活、土を耕し作物を
育てる経験等の中
で、自ら考え行動す
る「よく生きる人」
を育てていく。 

幼稚園
～大学
※45

歳以上
向けコ
ースも
あり 

学
校
法
人 

１
９
２
１
年
女
学
校
（
現
在
の
女
子
部
中

等
科･

高
等
科
）
の
み
か
ら
ス
タ
ー
ト 

4
~

2
2
 

小学 180
名中学 200
名高校 240

名 

【小学部】
学費：6 万
5 千円/月

【中・高等
部】入学

金：37 万円
（寮生）学
費：5 万 5
千円/月寮

費・食費：5
万 7 千円/月 

有
中
学
以
上

3/4
の
生
徒
が
入
寮 

東京都
東久留
米市 

http
s://
ww
w.ji
yu.a
c.jp
/  

一貫教育
寮生活 

日
本
自
然
環
境
専
門
学
校 

実務的な分野である
環境・自然を専門的
に学ぶため、大学等
よりも実践的な実習
を多く行う専門学
校。人に、自然に、
環境にやさしい社会
を目指すため、これ
らの分野の人材育成
を本格的に行うた
め、環境を意識した
人材育成に励み、新
たな時代のパイオニ
アを目指す。 

専門学
校 

学
校
法
人 

１
９
６
２
年 

※
簿
記
学
校
か
ら
ス
タ
ー
ト 

 

２
０
０
３
年
現
在
の
校
名
に
変
更
。 

1
8

～

※
高
校
卒
業
ま
た
は
同
等
以
上
の
人 

255 人 
※1 学年約
30 人×4

学科 

入学金：10
万円 

授業料：63
万円/年 
施設維持

費：41 万円
/年 

諸経費：
20～30 万円

/年 

無 
新潟県 
新潟市
中央区 

http
s://
ww
w.c
aret
ech.
ac.j
p/in
dex.
htm

l 

少人数制 
 

自然・環
境 
 

専門性 

k
ro

g
e
ru

p
 h

ø
js

k
o
le

 

デンマークの神学者
Hal Koch によって創
設されたフォルケホ
イスコーレ。さまざ
まな文化背景を持つ
人びとが共に生活す
ることで、多角的な
視点と民主主義的思
考を育む。 

フォル
ケホイ
スコー

レ 

ー 

１
９
４
６
年 

1
0

代
後
半
～2

0

代
前

半 

約 100 名 
（そのう

ち約 20 名
はデンマ
ーク国
外） 

授業料・食
費・宿泊
費：7,000
クローネ

（2018 年 5
月時点で約
12 万円）/

月 

全
寮
制 

North 
Zealan

d  
in 

Denma
rk 

http
s://
kro
ger
up.d
k/e
n/ 

自由 
 

寮生活 
 

専門性 

芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学 

日本で初めての「芸
術文化観光」を深く
学ぶ公立大学。芸術
文化と観光を結びつ
ける学びの場とし
て、芸術文化及び観
光の双方の視点を生
かして地域の活力を
創出する専門職業人
を育成する。 

専門職 
大学 

公
立 

2
0
2
1

年 

1
8

～ 
 

※
高
校
で
習
得
す
べ
き
基
礎

学
力
を
身
に
付
け
て
い
る
人 

初年度募
集定員は

80 人 

入学金（県
内居住

者）：28 万
円 

入学金（県
外居住

者）：42 万
円 

授業料：53
万円/年 

無 
兵庫県 
豊岡市
山王町 

http
s://
ww
w.at
-

hyo
go.j
p/  

専門性 
 

新設学校
形態 

https://www.jiyu.ac.jp/
https://www.jiyu.ac.jp/
https://www.jiyu.ac.jp/
https://www.jiyu.ac.jp/
https://www.jiyu.ac.jp/
https://www.jiyu.ac.jp/
https://www.jiyu.ac.jp/
https://www.caretech.ac.jp/index.html
https://www.caretech.ac.jp/index.html
https://www.caretech.ac.jp/index.html
https://www.caretech.ac.jp/index.html
https://www.caretech.ac.jp/index.html
https://www.caretech.ac.jp/index.html
https://www.caretech.ac.jp/index.html
https://www.caretech.ac.jp/index.html
https://www.caretech.ac.jp/index.html
https://www.caretech.ac.jp/index.html
https://www.caretech.ac.jp/index.html
https://krogerup.dk/en/
https://krogerup.dk/en/
https://krogerup.dk/en/
https://krogerup.dk/en/
https://krogerup.dk/en/
https://krogerup.dk/en/
https://krogerup.dk/en/
https://www.at-hyogo.jp/
https://www.at-hyogo.jp/
https://www.at-hyogo.jp/
https://www.at-hyogo.jp/
https://www.at-hyogo.jp/
https://www.at-hyogo.jp/
https://www.at-hyogo.jp/
https://www.at-hyogo.jp/
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静
岡
県
立
農
林
環
境
専
門
職
大
学
・
農
林
環

境
専
門
職
短
期
大
学 

より高い技術と経営
マインドを持った農
林業者を養成する。
愛称は『アグリフォ
ーレ』とし、
Agriculture(農業)の
“アグリ”と Forestry
（林業）や Forest
（森）の“フォーレ”
を合わせた造語で、
「農業・林業のプロ
フェッショナルを養
成する大学」、「農
林業を学ぶ緑豊かな
森のような学び舎」
などの意味が込めら
れている。 

専門職
大学・
専門職
短期大

学 

公
立 

２
０
２
０
年 

1
8

～ 

※
高
校
ま
た
は
通
常
の
課
程
に
よ
る 

1
2
 

年
の
学
校
教
育
を
修
了
し
た
者 

募集定員
は 24 人 

【4 年制】
入学金（県
内者）：14
万円入学金

（県外
者）：36 万
円授業料：
32 万円/年
【2 年制】
入学金（県
内者）8 万
5 千円入学
金（県外

者）22 万円
授業料：23

万円/年 

無 
静岡県
磐田市
富丘 

http
s://
shiz
uok
a-
nori
n-

u.ac
.jp/ 

自然・環
境専門性
新設学校

形態 

g
re

e
n

 s
c
h

o
o
l 

「生きた」カリキュ
ラムにより、自然環
境の中で、起業家学
習を通じてサスティ
ナビリティを教育す
る学校。 
学習者のグローバル
コミュニティを作
り、世界を持続可能
なものにすることを
ミッションとしてい
る。 
子供たちの生活と学
習に刺激を与え、絶
えず変化する世界で
目的を持って成長で
きる新しい教育モデ
ルを提唱。 
竹でできた校舎やコ
ンポレストトイレ、
自然エネルギーを使
うなど学内も徹底的
に環境に配慮されて
いる。 

幼稚園
～ 

高校 

― 
 
 

※
私
立 

２
０
０
８
年 

3
~

1
8
 

約 500 人 

総入学料：
69,000,000I
DR（訳 50

万円） 
授業料：約
200 万円/年 

無 

Bali 
in 

Indone
sia 

http
s://
ww
w.gr
een
sch
ool.
org
/  

自由 
 

自然・環
境 

上記リストの中より特に「日本自然環境学校専門学校」を教育分野・専門性などの観点か

ら参考学校としてピックアップ。次項のコンセプト素案の作成において参考学校として掲

載している。 

 

https://shizuoka-norin-u.ac.jp/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/
https://www.greenschool.org/
https://www.greenschool.org/
https://www.greenschool.org/
https://www.greenschool.org/
https://www.greenschool.org/
https://www.greenschool.org/
https://www.greenschool.org/
https://www.greenschool.org/
https://www.greenschool.org/
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3-3. 学校のコンセプト素案 

推進員会でのディスカッション及び現存の学校のリサーチ等をもとに、上勝における教

育機関の素案を作成した（計画書参照）。3-2 項のリストより参考事例としてピックアップ

した「日本自然環境専門学校」を参考に「上勝ゼロ・ウェイスト専門学校（仮名称）」の素

案を作成した。 

 

2021 年 3 月に行われた推進員会にて上記素案をもとにディスカッションを行った。推進

員メンバーからの意見を以下に記載する。 
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【専門学校という形態について】 

・ 高校がいいと思っていたが設立のハードルが高いという面もあり、専門学校

なら既得権益はなさそうだと思った 

・ 大学卒業の資格保有は必要かどうか、特に親世代が気にすると思う 

・ 親目線で考えると専門学校という選択肢を考えにくいところがあり、ゼロ・ウ

ェイストの専門学校のイメージがどこまで伝わるかどうかが大事 

・ 参考事例の専門学校が就職先を示しているのはすごくいい 

 

【上勝町・町民とのかかわり方について】 

・ 想定されている総学生数 160 名の全員が選挙権を持っており、1500 名の町に

160 名の選挙権がある人がくるインパクトが大きい 

・ 週末にバイトしてくれる人がいない、という問題は改善されそうという意味

でも 160 人のインパクトは大きい 

・ ゼロ・ウェイストに熱心でない人が、これらの機関や学生たちを受け入れる土

壌をつくることが重要になる。 

・ 必要な場になるなとは思うが、1500 名の町の中でどう機能・連携していくか

が大事になる 

・ 新しく来てくれる 160 名の学生が、上勝にいる子どもたちにとって影響を与

える存在になってほしい。 

・ 若者が頑張ってくれていると町民が思える仕組みを作り、地域に還元できる

かかわりをもてたらいい。 

・ 町内の子供たちにメリットがあれば、それが学校の魅力につながると思う 

・ いろいろな人が来てくれる可能性があるのはいい 

・ 上勝に住んでいて子育てしている親として子どもを行かせたいか？大人の人

は学ぶ場としてはいいと思う 

・ 最初は町外から生徒が来て、卒業生による実績ができて、上勝の親が行かせた

いと思うようになるのでは？ 

・ 学んで帰っていくようなものではなく、上勝の町を実践の場として入り込ん

でもらうことで、町の人の意識も変わるのではないか 

・ 町内のニーズとしては、10 代の流出を防ぐことは喫緊の課題である 

 

【学校のコンセプトやカリキュラムについて】 

・ 最初から 4 コース全部やらなくてもよく、まずはひとつ作ってみるのでもい

い 

・ 実際にプロダクトやシステムをデザインし、アイデアが浮かんだときに形に

できる「ものづくり」のコースをつくりたい 
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・ 古民家再生できる人材を育てる専門コースを作り、自分らの住むところをつ

くってから授業を始めるなど 

・ 現在オンラインラーニングにシフトしているが、オンライン教育はやるの

か？ 

・ 10 年の間にあらゆる職種の人が環境をベースに考えるのが当たり前になり、

環境の専門家がいなくなる。そういう中で、上勝で学べることは環境という切

り口で良いのかどうか 

 

【企業との連携について】 

・ 今の企業がどういう人材を求めているかリサーチしてほしい 

・ 全員が地方で生きることだけを考えるのではなく、企業に入っていろいろな

ことを変えていくことも面白い 

・ 実際の企業の協力を得て最新の知見や技術も取り入れながらやっていけると

いい 

・ 学校経営はなかなか厳しく、そのあたりも含めた企業との連携も重要になる

と思う 

 

 さらに推進員会でのディスカッションを踏まえ、上勝における学校のターゲットである

学生になりうる人物像のペルソナを作成。若い世代を対象の中心としたフルタイムでのカ

リキュラムと、様々なライフスタイルやキャリアとの両立が可能となるようなパートタイ

ムでのカリキュラムの両方を想定している。 
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3-4. インタビュー調査の実施 

計画書に記述したインタビュー計画に基づき、インタビュー調査のスタートとして、まず

は 2021 年 5 月に教育現場で働く教員を中心にインタビューを実施した。以下にインタビュ

ーの概要及び結果を記載する。 
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 各質問項目に対するサマリーは以下のとおり。 
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インタビュー結果より、教育現場では進学校に多くみられる大学への進学を前提とした

受験勉強をベースとした従来型の学習と、現在注目が高まりつつある生徒主体型のアクテ

ィブラーニングの考え方での分離や乖離が見られた。それらは大学受験や企業への就職の

際への評価基準とも大きく関係しており、親の学歴志向や生徒自身の安定志向などへも影

響を与えていることが分かった（下図参照）。 

 

 

 

 上勝における教育機関は、上勝町だからこそ学べること、また生活や暮らしに根付いた知

識や経験を体得することを目的としているため、フィールド学習を中心とした実践的な学

びを軸とすべきであり、乖離が起きている学習の考え方においてはアクティブラーニング

型の学習の場となる。よって今後具体的な設立計画において、まずは教育業界全体でも重要

視されつつあるアクティブラーニングの考え方を深く理解するとともに、キーマンとなる

指導者や専門家へのコンタクト及びインタビューを引き続き実施していく必要がある。そ

れらのネットワークをもとに、教育機関の教員や設立メンバーの選定へとつなげる。 

 また専門学校という学校の形態の是非含め、生徒や保護者の学校選択に対する訴求力に

ついても検討する必要がある。今後、環境に関心のあるもしくは潜在的にニーズを抱えてい

る生徒自身や保護者へのインタビューを進め、進路や就職に対する深層心理や学びに対す

る意識などを探っていく。それらとともに、企業との連携や社会人向けの学びの場などの想

定も含め、上勝の教育機関での学びや上勝での生活から何が得られるのかを明確に打ち出

せるよう、引き続き調査とディスカッションを継続していく必要がある。 

 また本項で述べている①のインタビューでは、小～高校の教員を中心にインタビューし

ており、早い段階での子供たちへの環境意識への訴求が重要となることも分かった。上勝町
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内の小・中学校との連携のみにとどまらず、今後は町外における学校のリサーチを進め、上

勝の教育機関と共通するマインドやビジョンをもつ学校への情報発信や連携などの関係構

築も必要と考える。 

以下、各質問項目についてのインタビュー結果の詳細を記載する。 
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3-5. 既存の取り組みの紹介 

また、調査を通して、学校がアクティブラーニングの場となっていく必要性が明らかにな

ってきた。上勝町内で既に提供されているアクティブラーニングの機会について本項で紹

介する。これらの取り組みとの連携も今後は検討していく。 

 

【1 「INOW プログラム」合同会社 RDND】 

INOW（いのう）プログラムは 2020 年 7 月にスタートした上勝町滞在型のホームステイ

プログラムであり、上勝町での暮らしやゼロ・ウェイストを学び、参加者自らの価値観を変

えたり、自分自身についての理解を深める「トランスフォーマティブプログラム」として提

供されているプログラムである。もともと上勝町内各所の課題である人材不足を解消しつ

つ、上勝のゼロ・ウェイストマインドを学びたいという人たちをマッチングさせ、双方にと

って良い機会となることを目標としていた。また、上勝町内で何が「学び」として価値ある

ものかを試すべく、ゲストを迎えながら価格設定やプログラムの内容をブラッシュアップ

してきた。2022 年 3 月までの間に、INOW プログラムを通して参加したのは 25 名で、そ

の多くが外国人参加者であった。このプログラムのマネージャーがカナダ人スタッフであ

り、発信も英語が多いことが一番の要因であると考えられるが、参加者は SDGs について

研究している大学教授や、サステナビリティに関心のある学生、社会人など、そもそもの上

勝町のゼロ・ウェイストへの関心が高い人々の参加率が高い。 

 

INOW プログラムが想定する上勝町の学校作りや地域との関係図 

 

【2 「zero camp」合同会社パンゲアフィールド】 
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合同会社パンゲアフィールドが開催する「zero camp」は主に小学生を対象としたプログ

ラムである。 

 

「ゼロ・ウェイストな活動をアウトドアの視点から考え、取り組むことで、より自然に寄

り添い気持ちよく過ごし、浪費する日常を見直すきっかけづくりを提供しています。zero 

camp は、こどもたちに自然の中で楽しくゼロ・ウェイストを体感してもらうために始まっ

たキッズ・キャンプです」（パンゲアフィールド HP より） 

 

ここでは、「ゼロから作る」といった自らで考え作ることをアウトドア体験をしつつ学ぶ

時間や、「ゼロに過ごす」という、ごみゼロで過ごすことをみんなで話し合う場などが設け

られ、環境学習でありながら、子どもたちの探求を促すラーニングプログラムである。 

パンゲアフィールドでは、zero camp だけでなく、企業研修や修学旅行の受け入れなども

行っており、各対象に向けた独自のプログラム開発を行っている。既に学びの場を提供して

いる事業所との連携も視野に入れて、学校作りが模索できれば、より現実的かつ価値を高め

られる「学びの場」を提供できると考えられる。 
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2 章：コミュニケーション戦略 
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１ 住民とゼロ・ウェイストの関係を良好にするコミュニケーション 

1-1. ビジョン・ワークショップの開催 

2021 年 11 月 16 日に上勝町コミュニティセンターにおいて、上勝町民を対象とした「ゼ

ロ・ウェイストビジョンワークショップ」を開催した。ここでは、計画書策定における進捗

状況を町民の方々と共有すると共に、上勝町におけるゼロ・ウェイストとは何か？を明確に

し、2030 年までの方向性として軸となる部分を模索する場として位置づけ開催した。 

 

 

ゼロ・ウェイストビジョンワークショップの様子 

 

町民 18 名が参加し、4 つのグループに分かれてワークショップを実施した。ワークショッ

プでは、2 つのワークを行った。 
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ワーク①：自分が A と B のどちらに属するかを確認し、それぞれの視点から、上勝町

がゼロ・ウェイストに取り組むことで感じる「ポジティブな部分」と「ネガティブな

部分」を出してもらう。A と B の属性については以下の通り。 

A：たまたま上勝に暮らしている、暮らすことになった町が偶然ゼロ・ウェイストを目

指していた。 

B：ゼロ・ウェイストに取り組む町であることを知って上勝町で暮らすことにした。 

 

 

ワーク②：ワーク①で出てきた「ポジ・ネガ」について、各グループで絞っていくワ

ーク。「ポジ」については「私たちの暮らしを豊かにするためにもっともっと広めたこ

とがいいこと」を、「ネガ」については「私たちの暮らしを豊かにするためになるべく

早く解決した方がいいこと」をそれぞれ 3 つ程度、話し合いながら絞って行った。 
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ワークに取り組む様子 

 

ディスカッションの様子 

 

このワークショップを通して、ポジティブな意見とネガティブな意見は以下の通り。 

ポジティブな意見 

・ごみ捨て場が道沿いにないので、景観がきれい 

・ごみを分ければお金に変わる 

・ごみの曜日指定がないので捨てやすい 

・資源を出すと気持ちいい 

・リサイクル率の高い暮らし＝良い暮らしをしている 

・買い物の際によく考えるようになった（環境問題についても） 

・自分のごみが見える化される→生活を振り返る 

・お年寄りから昔のこと、わざを教えてもらった 



67 

 

・くるくるショップにはとても助けられた 

・上勝町のアピールポイントができた 

・町がきれいになった 

・上勝町の名前が売れた 

・国内外から注目される町になった 

・対外的なイメージが良い 

・ものを大切にする暮らしに触れる刺激！ 

・町の軸のようなものがあると、活気があるように感じる 

・若い子が増えた 

・お客さんや移住者が増えた 

・くるくるショップがあること 

・焼却ごみが少なくなった 

・生ごみ処理機最高！ 

・ごみが臭くない 

・老人と若者の助け合い 

・子供と一緒にごみ出しができる 

・いろいろな人が来るので、田舎にいながら多様な人に会える（子どもも） 

・町外からおもしろい人が集まってくる 

・ゼロ・ウェイストがきっかけで移住する人がいる 

・生活の中で再利用するものが増えた 

・ごみを出さない暮らし＝素敵な暮らしができる 

・自分の暮らしを自分ごとと捉えるようになった 

・生活に無駄な浪費がないか考えるようになった 

・生活の中で環境問題を意識できる 

・全国に有名になったことで、自信ができた。 

・新しい仕事が生まれた。 

・チャンスがたくさんやってくる！ 

・視察、見学者が多く訪れる 

・世界から注目される 

・「あー知ってる」と言われる 

・高齢化社会であり消費速度が遅い 

・上勝町の社会がリデュース、リユース、リサイクルにマッチングする 

・分別を極めてみる 

・これからの時代の希望 

・ものを大切にする 

・ゼロ・ウェイスト基金 
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・ごみについて考えることが増えた 

・粗大ごみの申込みが必要ない 

・好きな時間に捨てられる 

・どこに行っても聞かれて、説明する 

・古いものを見つけるとテンションが上がる 

・ポイント交換で商品をもらえたりするとメリットを感じる 

ネガティブな意見 

・ごみを洗っている水や洗剤はエコではないかも 

・有名無実 

・めんどう 

・分別が手間である 

・プラスチックがなかなか乾かない 

・コンポストの扱いが難しい 

・分別が増えた 

・ストレスがたまる 

・平等を感じない 

・強制力が強い 

・（良いところが）ない 

・取材や視察が多すぎる 

・町民が嫌そうな顔をする 

・ごみ分別の数が多すぎて高齢者には負担になる 

・プレッシャーを感じることがあるかも 

・気軽に捨てられないものがある 

・ゼロ・ウェイストな暮らしに程遠い自分にがっかり 

・ちょっと油断するとごみ屋敷に 

・買い物したらプラごみいっぱい 

・プラの汚れが落ちない 

・プラがめんどくさい。わかりにくい。 

・家族の中で分別する人が決まっている。 

・古い家の中にある使わないもの（いずれはごみ）の多さ 

・大掃除に取りかかる勇気がでない 

・無駄、浪費をしないと経済は伸びないという仕組み 

・農業に伴って発生するごみの量 

・45 分別がユニバーサルなデザインではない！ 

・生活に直結するので、分別が嫌な人は本当にしんどいと思う 
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・積極的に取り組む人が多いとは言えない 

・ごみの分別をしないと罪悪感に囚われるようになった 

・ごみ出しが恥ずかしいと思うことも… 

・資源の町内循環が難しい 

・視察、取材対応で忙しい！ 

・町民の中で温度差がある 

・想像以上に忙しい（スローライフがない） 

・住民の負担が大きい 

・高齢者が捨てるのに困っていた 

・ポイントカードも作らないし、くるくるショップも利用しない人がいる 

・錆びた鎌が捨てられているが、研げば新品のようにキレイになって使えるのにと思う 

＊それぞれのチームで一致した意見をマークにて示している 

 

ワークショップより、ゼロ・ウェイストのポジティブな面として、分別に取り組むこと

が、町民の意識を醸成することにつながっていることがわかった。「老人と若者の助け合

い」などの言及もあり、コミュニティにおいてゼロ・ウェイストがどの世代でも共有でき

る取り組みであることも確認できた。しかしながら、「めんどくさい」「住民の負担が大き

い」など、分別がネガティブな面として捉えられていることも出てきており、住民の意識

醸成と「負担をかけすぎない」仕組みづくりが求められる。 

また、「道がきれい」など町全体の美化に貢献するものとの認識や、「ゼロ・ウェイスト

を理由として移住してくる」など、町の環境保全や「誇り」といった部分もあることが確

認できた。 
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ワークショップの様子は上勝町公式の YouTube チャンネル「ゼロ・ウェイストチャンネ

ル」にてライブ配信された。（https://youtu.be/33O5PyS9KCY）。これまで上勝町内での政

策策定の過程に関わる人は町民と町職員等で限られていたが、町外から上勝町のゼロ・ウェ

イストの取り組みに注目が集まる中、町内ではどういった議論が行われているのか、「過程」

を公開することで、個人や企業・団体に対して町内の状況を共有するとともに、共に課題解

決に向けて取り組む人々を作りたいという意図があった。この動画は令和 3 年 3 月末時点

で 800 回再生されており、上勝町に取材や視察に訪れる人々への事前学習資料としても、

活用されている。 

 

1-2. インタビュー調査とアンケート調査の実施 

町民がゼロ・ウェイストにどのような考えや課題感を持っているか明らかにするために

上勝町議会議員 8 名と上勝町民 6 組へのインタビューを実施した。加えて、京都大学大学

院地球環境学堂・地球環境学舎・三才学林（Kyoto University Graduate School of Global 

Environmental Studies）の大学院生と共に 52 名を対象にアンケート調査を実施した。本項

では、まずインタビューの結果から明らかになった現状を整理し、その後アンケート調査か

ら明らかになったことについて示す。  

 

【議員インタビュー】 

・ 実施時期：2021 年 7 月 8・9 日、8 月 19 日 

・ 対象者：明本議員、岡本議員、日下議員、酒井議員、高石議員、田中議員、星場議員、

前田議員（五十音順） 

・ 実施方法：対面・60-90 分程度 

・ 質問項目と得られた主な意見 

議員には町民から聞いている意見などを踏まえ、下記の質問に応じていただいた。ゼ

ロ・ウェイストに関連する幅広い意見を収集するために、質問項目は本計画書の章立て

に沿っている。主に出された意見を下記に記述する。 

 

⮚ ゼロ・ウェイストに関連する現状の課題 

✧ 町民の負荷の軽減について検討する必要がある。高齢者が増える中で、ゴミス

テーションに持ってこられなくなるのではないか。45 分類は多すぎる（行政

対応の充実化が必要。ごみ収集車、分別箇所の複数設置） 

✧ ごみを捨てているところを見られたくないという意見が聴こえてくる。 

✧ 企業連携のあり方について疑問を感じている。現状は空洞化している。 

✧ 上勝町からプラスチックの分解方法の開発、提案ができないか。 

✧ ゼロ・ウェイストセンターのあり方を見直すべきではないか。町民中心ではな

く、センター中心になってしまっていないか。 

https://youtu.be/33O5PyS9KCY


71 

 

⮚ ゼロ・ウェイストの対外発信に対する考え 

【町外発信】 

✧ ZW の先駆者ではあるが、発信には頭打ち感がある。上勝町も循環型社会に近

づける力をつけていく必要がある。 

✧ 他の自治体の一歩前を走れている状態である。今はアピールが不足している

と思う。 

✧ 発信にすでに取り組んでいることに対する効果検証が必要。 

✧ ゴミゼロの発信で移住者が増えるとは思わない。 

【町内発信】 

✧ ゴミステーション運営サイドの想いを町民に発信する必要がある。 

✧ 住民に寄り添った発信が大事。一方通行ではない発信を心掛けてほしい。 

✧ 広報誌より新聞の方が町民は読んでいると思う。 

⮚ ゼロ・ウェイストと町民および町外とのかかわり 

【町民】 

✧ 住民のゼロ・ウェイストに対する意識が低いように感じる。ゼロ・ウェイスト

は誇れるものだが、現状は住民に教える機会はない。住民自身がごみを減らす

必要がある。 

✧ 無記名アンケートで本音を聞く必要があるのではないか。 

✧ 生産者側がゼロ・ウェイストを実践できるような社会を作っていく必要があ

る。 

✧ ゼロ・ウェイストセンターで働いている人に町出身の人が少ないことに対す

る疑問。 

【町外の ZW に関心がある人】 

✧ 世界的には発展途上国をメインに発信してはどうか。 

✧ ゼロ・ウェイストができない地域には今やっていることは環境的に良くない

ことを伝え、ゼロ・ウェイストができる地域にはノウハウを伝えていく。 

✧ 次世代へのアピールが重要になる。ゼロ・ウェイストに興味をもつような教育

が必要だと思う。ゴミゼロだけでなく自然に関連することを含む環境問題に

ついて学ぶ場所を提供してはどうか。 

【移住者】 

✧ あらゆる人に来てほしいと思っている。特に新しいことに取り組める人が来

てくれると良い。 

✧ ただし、来た後のフォローが大事。 

【企業】 

✧ 長くつぶれない会社を誘致したい。ただし、人口が増えるとごみも増えるとい

う問題もある。 
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⮚ ゼロ・ウェイストな暮らしのイメージ 

✧ 自給自足というよりは今の上勝町での暮らし方がゼロ・ウェイスト。 

✧ 上勝町は限界集落なので、ゼロ・ウェイストな生活をしている。ものを大切に

すること、買い物をしなくても暮らせることだと思う。 

✧ ごみを減らしていく暮らし。 

✧ 自分のごみは自分で分別して捨てている人。 

✧ 企業側が包装、梱包を変えるなどゼロ・ウェイストな暮らしの実践につながる

ように変えていく必要がある。 

⮚ ゼロ・ウェイストに関連する経済循環に望むこと 

【企業との連携】 

✧ 循環型の企業との連携、生産者との連携は増えると良い。 

✧ 上勝にきた企業への投資、補助金を出すことも検討できるのではないか。 

✧ 企業を上勝に誘致して雇用を生む。 

✧ 町外だけでなく、町内事業所との連携も重要。現状の不平等の是正をしていけ

ると良いと思う。 

【町民】 

✧ ゼロ・ウェイストで得をする仕組みをつくれたら良いと思う。たとえば回収率

が上がったときにポイントを付与するなど。 

【行政、税金】 

✧ 行政のお金がかからなくなることが一番いい。無駄なものに税金を使わない

という考えもゼロ・ウェイストだと思う。 

⮚ 学校づくりに対する考え 

【学校のイメージ】 

✧ 専門学校。ただし 3 年も教えることはないのではないか。林業と合わせたら

できるか。 

✧ 長期的にみて、視察ではなく滞在型の学習ができる施設が必要。語学研修＋世

界のごみ情報のインプットなどはどうか。 

✧ 親世代というよりは子世代に教育していくべき。子世代から親世代を教育し

ていける。 

【町民啓発】 

✧ 町民啓発も必要。移住してきた人を含めフォローしていくことが大事。 

【必要性が不明確】 

✧ 現状では必要性がわからない。 

✧ シェアオフィスは学校の役割なのではないか。 

⮚ ゼロ・ウェイストとは 

✧ ごみを減らすこと。 
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✧ ごみ以外も含む無駄をなくすこと。 

【区分別町民インタビュー】 

下図の区分に沿って、上勝町民 6 名（A～F）にインタビューを実施した。 

 

 

以下の 5 項目をそれぞれのインタビュー対象者に聞いた。ゼロ・ウェイストの中でもごみ

捨てと暮らしの 2 つの観点に絞り、カテゴリー別の町民の実態を明らかにすることを目的

にした。 

 

1. ごみを捨てる上での困っていること 

1 現在、困っていること 

2 こうなったらいいなという理想の状態 

3 これから困りそうなこと 

4 将来的にこうなったらいいなという理想の状態 

2. 「ゼロ・ウェイスト」に向けて暮らしの中で取り組んでいること 

 

A～F の対象者へのインタビュー結果を以下に記述する。 

---------------------------------------------------------------------------------------- 

【A：単身／ゼロ・ウェイストに対する意識が高い】2022 年 3 月 18 日・対面 

1. ごみを捨てる上での困っていること 

1 現在、困っていること 

・ 家の中で分別する際にプラごみがかさばり、ごみを入れる容器を何にす

るか困っている。蓋があるものがいいが、わざわざ買う気にはならない。

今は段ボールで代用している。 

・ 自分の家に友人が集まることが多く、お酒の空き缶など全て自分が出し

たものだと思われないか気になり、あえて何回かに分けて出したことが

ある。 

・ 何人かで一緒に住んでいるが、同居者と出すごみの綺麗さの判断基準に

差があるときがあり、自分が洗いなおすことがある。 
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2 こうなったらいいなという理想の状態 

・ ごみをどの程度まできれいにして出すのか、判断基準が分かりやすい

といい。 

3 これから困りそうなこと 

・ 今もだが、これからのことを考えてもごみを捨てることにおいて特に

大変だとは思っていない。 

4 将来的にこうなったらいいなという理想の状態 

・ ただ単にルールで縛るのではなく、ゴミが回収された後にどう処理さ

れるのかをしっかり理解し、なぜ家庭でこの作業をしないといけない

のかをみんなが分かっているといい。そうすれば、本当はしなくてい

いこともやらずにすむ。 

・ このような理解が広く浸透したら、大きな自治体でも、同じことがで

きるようになるのではないかと思う。 

・ 上勝に訪れる人達にも、ただ単に「すごい」だけで終わらないよう

に、小さな取り組みからでも生活に取り入れてもらえるような伝え方

を心掛けたい。 

2. 「ゼロ・ウェイスト」に向けて暮らしの中で取り組んでいること 

1 取り組むきっかけ 

・ 上勝に来る前実家では、冷蔵庫にたくさんものを詰め込んでいて、使

えなくなってしまうことも多かったが、今は季節のものしか店頭に並

ばないので、食材を買ってからメニューを考えるようになり、使い切

れるようになった。 

・ もともと環境に興味があって上勝に来たが、食の分野にとても関心が

あることに気づいた。 

・ MY 箸を持ち歩くなど、自分では当たり前にしていることだが、友人が

自分に影響をうけて持ち始めたりしてくれている。 

 

【B：単身／ゼロ・ウェイストに対する意識が高くない】2021 年 8 月・対面 

1. ごみを捨てる上で困っていること 

1 現在、困っていること 

・ ゴミステーションには行っているが、人に会いたくない。ごみはプライ

ベートなものなので見られるのが嫌だ。ごみを見られるということに慣

れていない。これまでプライベートなものという意識で生きてきたので

変えるのが難しい。 

・ リアルな現場が見たいのは承知しているが、視察を時間内でするのは止

めてほしい。取材にも応じたくない。 
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2 こうなったらいいなという理想の状態 

・ 分別数が多いことは負担ではないが、収集車が来てくれたらいい。今は

家でプラスチック、廃プラ、燃えるごみ、その他の 4 分類。 

・ ごみを捨てることに時間をかけることが面倒。燃えるごみだけでも収集

してくれたら楽。 

3 これから困りそうなこと 

・ 自分も含め、面倒だと言いながらそれでも取り組んでいる人が多い。

100%チートしている人はいない。なんとなくみんなが取り組む良い雰

囲気ができている。他の市町村ではいきなりできないのではないか。上

勝ならではの町民性かもしれない。 

2. 「ゼロ・ウェイスト」に向けて暮らしの中で取り組んでいること 

・ 丁寧な暮らしをすることがゼロ・ウェイストな暮らしだと思うが、自分

は大量消費型の暮らしをしている。自炊して衝動買いもしない、ちゃん

と分別している人はゼロ・ウェイストな暮らしができていると思う。 

 

【C：子育て世帯／ゼロ・ウェイストに対する意識が高い】2021 年 12 月・対面 

1. ごみを捨てる上で困っていること 

1 現在、困っていること 

・ 特に困っていることはない。以前住んでいた自治体でも燃えるごみ、プ

ラスチック、缶瓶は指定の日に捨て、他のものはコミュニティセンター

に持っていかないといけなかった。 

・ 家では 6 種類に分別している。燃える、プラ 2 種類、紙、燃やさなけれ

ばいけないごみ、瓶缶。ティッシュや段ボールは着火剤として使ってい

る。貝殻は薪と一緒に入れて肥料にしている。 

・ プラスチックは 2-3 日すれば乾く。干し方の工夫をすることで乾くよう

になった。洗剤などは開いて洗ったりしていない。汚い袋に紛れて捨て

ている。目立たないように。 

・ ゴミステーションが降りる途中にあるので、特に不便ではない。月に 2

回程度持って行っている。ちりつもポイントを集めることを楽しみにし

ている。今はミツロウラップを狙っている。 

・ 高齢者の土地を継いでいろどりをしているが、ごみゼロに馴染めなかっ

た様子。ごみは燃やしていたが、最終手段として山に捨てていた。薬や

マイクロプラスチックが捨てられていた。 

2 こうなったらいいなという理想の状態（現状困っていないのでなし） 

3 これから困りそうなこと 

・ 父母が引っ越してきたいと言っているが将来運転できなくなったとき
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にどうか。人に運んでもらうとなるとごみが恥ずかしいと感じて気を使

い、暮らしにくさにつながりそう。 

・ ごみを見られるのが恥ずかしいのは、暮らしの中身を見られたら嫌だか

らではないか。経済にもリンクしてくる。 

4 将来的にこうなったらいいなという理想の状態 

・ ゼロ・ウェイストは整理整頓だと思う。ごみを 45 分類のタンスにしま

う。タンスをあけるのは別の人になっているので、分類ばかりやらされ

るとしんどい。整理整頓した自身がタンスを開けることができたら、分

類した分の価値を受けられる。たとえば、DIY（リデュース、リユース）

していくなど。45 分類に片付けしている意味が理解できたらいいが、45

分別より次のステップがあることが今はわからない。 

・ 町外の人がいつでも遊びに来てくれる家にしたい。上勝に住んでみてす

ごく良かった。気持ちがすっきりする。素朴な暮らしをしているだけ。

人に会いたいので、こんな暮らしです、と見せたい。たとえば、いろど

りをもっと大規模に入れていきたい。 

2. 「ゼロ・ウェイスト」に向けて暮らしの中で取り組んでいること 

・ 服は変わった。断捨離に影響された。服を買って捨てようとは考えなく

なった。買う量が減ったのは上勝に住んでいるからかもしれない。そん

なに着ないかも、と思ったりするようになった。 

・ 野菜はお裾分け。フードロスを減らすために、食べきれない分は人にあ

げる。買い物は週に 1 回。毎週小松島の市場に行っている。 

 

【D：子育て世帯／ゼロ・ウェイストに対する意識が高くない】2021 年 8 月・対面 

1. ごみを捨てる上で困っていること 

1 現在、困っていること 

・ 物を買ったら、ホッチキス、厚紙、プラスチックがついているので分解

しないといけない。意味はあるが、面倒だとは思う。あとは瓶のふた。

なかなか取れない。最初は捨てるのに時間が掛かったが、1～2 か月で慣

れた。 

・ 現在は 9 分類ほどに分けている。プラ、廃プラ、燃えるごみ、缶、瓶、

ペットボトル、紙ごみ、焼却、その他。あとはその他でひとまとめにし

てゴミステーションにもっていく。週 1 くらいゴミステーションの近く

に行くので、ついでに捨てられる。わざわざ行っているわけではないの

で面倒ではない。捨てるときに手伝ってくれるときがある。その時に見

られている感覚があったが、今は何とも思わなくなった。割とすんなり

慣れた。 
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・ 生ごみはすごく楽になった。以前暮らしていた自治体では週に 3 回しか

捨てられない。今は電動生ごみ処理機があるので、気にせず生ごみを捨

てられるから便利になった。曜日は関係なく、ゴミステーションはいつ

でも捨てられる。 

・ 子育て世帯が他の世帯と変わるならオムツが増えるくらいだが特に困

っていない。他の家族とごみに困っている話もしない。 

2 こうなったらいいなという理想の状態 

・ ここまで取り組んできた意味がなくなってしまう。ごみ収集車が走るよ

うな町ではない。 

・ 回収拠点ができても、持っていかないのではないか。それはあまり意味

がない。山奥なので結構な数をつくらないといけないのではないか。 

3 これから困りそうなこと 

・ ゼロ・ウェイストをきっかけに移住している人は発信する力は強い。今

は地元の人とのギャップが大きい。全員取り組むのは無理だと思う。 

2. 「ゼロ・ウェイスト」に向けて暮らしの中で取り組んでいること 

・ ゼロ・ウェイストについて考えるのはごみのこと。生ごみが増えるので

ご飯を残さない。毎日捨てられるけど、減らしたい。捨てるのが面倒な

ものは買わなくなった。貝とか。スーパーで袋もらわないとか。割りば

しももらわないようになった。 

・ 子どもは分別を手伝ってくれたりする。何のごみ？と聞いたりする。将

来にこの学びはつながると思っている。そこら辺にごみを捨てないと

か。そういう子に育つといいな。都会にはあちこちごみを捨てる。ポイ

捨てがないことが当たり前。 

・ おもちゃなどくるくるショップはよく持ち帰る。交流センターで遊ばせ

ると喜んでいる。子どもを遊ばせていたら他のお子さんが来たりする。

上勝町には公園がないので、遊ばせる場所が少ない。 

 

【E：高齢者／ゼロ・ウェイストに対する意識が高い】2021 年 12 月・対面 

1. ごみを捨てる上で困っていること 

1 現在、困っていること 

・ 農薬、ムカデ殺し、化粧品など残っているものをどうするか悩ましい。

薬も医者が出しすぎで残っていたりする。特に液体はどうするか悩まし

い。化粧品の中でもマニキュアは埋め立てになる。使いきれないものの

処理の仕方が役場としては確立していない。 

・ 必需品なのか嗜好品なのか。嗜好品のようだけど、化粧は強制されてい

る場合もある。しかし、不必要にごみになる。 
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・ 45 分類は多すぎるとは思わない。もっと細分化した方がリサイクルは

しやすい。素材はくっついていてもいいから分解しやすくする。ペット

ボトルに紙が貼ってあるものでもはがしやすいものとそうでないもの

がある。グルーを取れやすいものにするなど工夫できる。複雑に絡み合

っているものをとると達成感があって気持ちがいい。それを味わってい

る人は分別する。ゲーム的にやれるように商品をつくってほしい。 

・ 生ごみの中に袋に入ったソースが入っていることがある。生ごみ用のス

ペースを作った方がいい。 

2 こうなったらいいなという理想の状態 

・ 美容室みたいなお化粧スポットがあって、1 回いくらみたいな場所だと

便利。各自持つのではない方法はないか。 

・ 部品、ネジなどたくさんあるものを持っていける場所もあったらいい。

そしたら残ったペンキも持っていけるようになる。 

・ 電化製品も困る。自分で誤って分解してゴミステーションに持ってくる

人もいる。デポジット制にしてほしい。 

3 これから困りそうなこと 

・ プラスチックでも植物性のものが混ざっていたりする。これから分別は

どうなるのか。 

・ 高齢化はあまり関係ないと思う。若い人でもやらない人もいる。面倒く

さいから。関心がない人がいる。 

4 将来的にこうなったらいいなという理想の状態 

・ ゼロ・ウェイストのマインドを継承していく小さいうちに始める学校が

あるといい。シンプルにしていくことは若い子たちも意識している。も

のの消費は持続的ではない。 

・ 手を掛ける仕事、手を使う仕事に慣れないといけない。手の器用さがな

いとできないこと。 

・ 哲学がないといけない。なぜごみがダメなのか？人間がダメなのか？人

間とは何なの？それがないから経済に走ってしまう。 

2. 「ゼロ・ウェイスト」に向けて暮らしの中で取り組んでいること 

・ 美しいものが好き。自然や心を込めて手をかけたものは美しい。レトル

トや出来合いのものは自分が堕落した感じがする。自分の価値が下が

る。衣類も自分の手が入ったものは捨てるのが惜しい。なんとか利用し

たいと思う。裁縫は苦手だけどいろいろ努力している。手を掛けたもの

の美しさを忘れてしまっている。 

・ レトルトは頑丈なプラスチックに入っている。1 回ご飯食べるのにこれ

だけゴミを出していいのか。それならこんなものは買わず質素なもので
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いい。ごみを捨てるときに地球に負担をかける。ごみやプラスチックに

申し訳ない。ごみだって手が掛かっている。 

・ だれかが意義を見いだしたらごみではない。なんでも生産過剰。地球は

ダメにいっているのに生産過剰が続いている。 

・ 薪を燃やすときに、杉の葉っぱを拾う。使わない環境問題もある。杉の

葉っぱを集めるのも燃やすのも楽しい。ちょっとした毎日のことだけ

ど、喜びがある。 

 

【F：高齢者／ゼロ・ウェイストに対する意識が高くない】2021 年 8 月・対面 

1. ごみを捨てる上で困っていること 

1 現在、困っていること 

・ 缶や瓶は 1 つのところにまとめて入れている。まとめてゴミステーショ

ンに持って行ってくれる人がいるときにきれいにしてから袋に入れて

分ける。みんなで 1 つの大きな袋に入れる。紙、プラは綺麗なのと綺麗

ではないものに分ける。プラスチックごみが一番多い。中身を洗わない

といけない。油は廃プラの方に入れている。2-3 日前からより分けて準

備してから持って行ってもらう。1 軒ずつ来てもらうのはありがたいけ

ど、申し訳ない気もする。プラスチックの分別を間違えていたときに直

接言ってくれなかった。来てもらうのは気の毒。自分で持っていけた方

が楽。若い人もいるけど頼みにくい。 

・ 自分ではもっていかない。孫などに取りに来てもらっている。おしめは

お願いできないから別途頼んで取りに来てもらう。運搬支援は受けてい

ない。買い物は生協が来るのと、あとは孫に買ってきてもらう。 

・ 好きなときに持っていけないから、家の中に置いておかないといけな

い。場所をとる。軒下に置いているものは雨でぬれてしまうので、また

乾かさないと持っていけない。 

・ 1 つに分けるなら楽だけど、ゴミステーションで結局分けるなら自分で

ある程度分けたい。以前はゴミステーションには月に 2 回行っていた。 

・ 紙ごみも多い。新聞も取っていたが、4 月から郵送になった。郵便屋さ

んも夕方に来るからしんどいので、取らなくなった。テレビ、ラジオで

情報は得ている。一人で畑に行っても退屈だからラジオを持っていく。

広報は一通り目を通すようにしている。町内放送も聞きにくい。 

・ あとは、生協のカタログが面倒くさい。見る商品は決まっている。カタ

ログは見たら戻している。最初は袋も戻していたが、ごみを入れるのに

いいのでもらうようにした。指定のものだけ町指定の袋に捨てている。 

2 こうなったらいいなという理想の状態 
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・ 集落に置くところがあれば便利だと思う。県道沿いにちょっとあると助

かる。診療所に行くときはバスに乗るので、バスに乗るときに持ってい

ける。ごみを置くところを用意してもらえると助かる。下だったら持っ

ていける。 

・ もしくはある程度ごみがたまったら取りに来てくれる方がいい。多少な

りともお金がかかってもその方がいい。頻度が増えた方がいい。 

・ 4-5 年したら人もいなくなるかもしれない。若い人が住んでいってくれ

るならそれはいいと思う。今も人が会いに来てくれたり、気に掛けてく

れたりすると嬉しい。人口が減っていくのでどうなっていくのかと思

う。人口が減ったら手入れする人がいなくなる。 

2. 「ゼロ・ウェイスト」に向けて暮らしの中で取り組んでいること 

・ ごみが出ないようなものを買おうにもそもそも買いにいかない。帰りに

寄ってくれて、頼んだら買ってきてくれる人はいる。ありがたいけど、

ちょっと申し訳ない。 

・ 外に行く交通手段があるといい。郵便局にも行けない。自分だけのとき

はバスで行く。本数が少ないので乗りたいときに来ないこともある。 

・ 普段は家で畑のことをしている。土曜日はデイサービスもあるので、出

かけやすい。デイサービスで戻ってくるまでに帰らないといけない。楽

しめなくなった。 

・ 上勝町の施策でやっていて、環境問題のためという意識はない。カード

をつくっていたので商品券を何回かもらった。何か当たったときは嬉し

かった。 

--------------------------------------------------------------------------------------------- 

【町民アンケートの実施とその結果】 

今回、京都大学大学院 地球環境学堂・地球環境学舎・三才学林の大学院生をサポートす

る形で実施した「上勝町におけるごみ分別のアンケート」の調査結果について、以下のよう

に示す。 

 

⚫ 調査の目的：上勝町の持続可能な廃棄物管理に関する人々の行動とコミュニティへの

参加を促進する社会的要因と決定要因を調査するためにデータを収集すること。 

⚫ 回答数： 52 
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⚫ アンケートの結果 
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Q. あなたがごみの分別に取り組む動機や理由を教えてください 

10

代 

• 町の人々が分別をやっているから。 

• たまにおもうけどおもわないときがある 

• そう決まっているから 

• 環境が少しでも良くなればと思ってやっている 

20

代 

• 上勝町で住んでいるから・環境問題として重要であると思うから。（必要

性を理解する必要。） 



83 

 

• 環境変化 

• 洗って乾かして分別すると家が清潔に保たれるから。 

• ごみ分別をしない時（適当に捨てた時）の罪悪感から 

30

代 

• あたり前だと思っている 

• 居住する自治体のルールだから 

• ルールだから。ポイントがもらえるから。 

• こどもたちのために、より良い環境にしたいから 

• 上勝でビジネスをしているので、取り組む必要がある。子ども達の教育に

とても良いと感じています。 

• するべきだと思うから 

• ルールだから 

• 分別しないとゴミを捨てられないから 

40

代 

• 取り組まないと、捨てれないから 

• 分別しないとごみを出せないから仕方なく 

• 子どものため 

• 分別した結果、地球上のどこかで役立っていることが理解できているから

（乾電池とか） 

• できるだけマイクロプラスチックを出したくない。海洋ごみをへらした

い。温暖化を止めたい。 

• ごみ分別をするという生活を試してみたかった。 

• 大事なことだと思うから 

• 自分がどんなごみをどれくらい出しているかを知って、少しでも減らす工

夫につなげることができるから。 

• ルールだから 

50

代 

• 決まり 

• 未来の環境を少しでも良くできれば（波及効果を含む）、悪くならないよ

うに自分ができることをやっていく。 

• 町の政策であるから 

• ごみを分別して出すようになっているから 

• みんながやっているから 

• 子や孫など未来のため 

60

代 

• 地球温暖化防止、地球環境保全にはごみを分別し、焼却を少なくする。 
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• 分別してリサイクルで限りある資源を守っていく。持続可能な社会づくり

には欠かせないものを考える。 

• まちのルールだから従わないと住めない 

• 上勝町が世界的に有名なので名に恥じないように 

• 次の世代にきれいな地球をわたしてあげたい 

• 少しでも自然を守れたら良いと思います。 

• 町がやり始めたから。あたり前になってきた。ちゃんと持ち込めば分別で

きて捨てられることはすばらしいと感じるから 

• 町の方針だから 

• 環境を良くする一助となっているため 

70

代 

• 資源の有効活用と温暖化防止。物を大切にする意識をより高くもつこと 

• 時代の要請 

• 家の整理・清掃ができるから。上勝のルールだから。 

80

代 

• 環境を良くする 

• 整理せいとん、家の中が片付くので良い 
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（考察） 

どの年代でも共通して「ルール」だからという理由でごみの分別に取り組む人が多い

が、30 代以上の回答には「次世代のため」や「次の世代にきれいな地球を渡してあげた

い」など、子や孫の世代を考えて自らのアクションをとっている人が多くなることがわか

る。 

その他、地域のボランティアや行事などには積極的に関わっている人の割合は全体の

80.7%に上るが、環境保全活動に積極的に関わっている人は 67.3%に減少し、地域の草刈

りなどのボランティア活動と、環境保全活動は関わっていないと認識されている。 

「気候変動や上勝町外の環境問題への関心」は関心がある、よく関心があると答えた人

は 44.3%で、自らが行う「ごみのリサイクルが持続可能な生活に貢献したり、環境問題の

一部を解決することにつながると思うか」に強く同意する、同意すると答えた人は全体の

78.8%と、世界全体の大きな問題への関心は比較的に低いものの、分別等リサイクルに参

加する仕組みがあることで、少なからずそういった大きな問題への解決につながっている

と考えている町民が多いことがわかる。 

ごみの分別に積極的に取り組めない理由としては、「手間がかかる」「ごみ分別の種類が

複雑すぎる」という回答が最も多く、分別数の多さが住民の負担になっていることが確認

できる。 

以上より、上勝町においてはごみの分別は自治体のルールとして従っているという人が

多く、環境意識が高いわけではないことがわかる。しかしながら、分別という行為が環境

問題の解決への参加に繋がっていると認識している人が多いことから、分別してリサイク

ルするという仕組みがあることで、意識が高い人でなくとも環境問題の解決に結果的に参

加できているという状況があることがうかがえる。このことから、分別等町民が自ら関わ

れる機会を継続する、もしくは新しい形で創出しつつ、負担軽減できる施策について検討

が必要である。 
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1-3. 解決策のプロトタイピング 

計画書では 1 年以内、5 年以内、10 年以内に取り組むことを記述しているが、以下の項

目については、既に検討が開始されている。 

 

【町民の現状・上勝町の姿勢】 

町民のごみに関わる問題を解決するシステム、仕組みの構築 

 

2022 年 3 月時点で、主に運搬支援の登録先住宅における分別補助の仕組みやサービスが

できないかについて、推進員会で現在検討中である。推進員が自宅での分別補助をするな

ど、令和４年度から具体的な解決策の試験的実施が行われる予定である。 

 

【ゴミステーションの運営】 

ゴミステーションにおける分別ルールや基準の明確化 

 

素材メーカーや廃棄物処理業者との打ち合わせの中で、いくつか分別に関する矛盾点が浮

かび上がってきている。例えば、ペットボトルのリサイクルについて、上勝町ではキャッ

プとラベル、ボトルの 3 種類に分別しているが、素材メーカーの話によると、ペットボト

ルは元々リサイクルしやすいよう設計された製品であり、全て一体で回収することによっ

て、リサイクル費用と売却益（キャップとラベル部分）はほぼイコールで、無理なくリサ

イクル工場がリサイクルできていたという。これが分別されることによって、処理費用が

かかるボトル部分のみが回収されることになり、収支が会わず、結果として工場が閉鎖さ

れ、8 工場あったものが現在では 2 工場まで減っているという。 

上勝町で実施している 45 分別が適切か否かについて追跡調査する必要性があり、これに

ついては廃棄物処理業者の現状も聞き取りしながら、現在の上勝町の分別は適切なのかを

検討しなくてはならない。 

これについて、令和 4 年度は上勝町の分別の最終処分状況を追跡する予定である。そして

本当に環境に良い状態でリサイクルされているのかを分析する。分析の結果として、分別

をまとめられる部分があれば、その分分別数は減るので住民の負担は軽減できる。 

住民の負担軽減と、上勝町が目指すこれからのゴールに合わせた指標で、再度上勝町の廃

棄物システムの見直しを図らなければならない。 
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２ 世界からの参画を促進するコミュニケーション 

本章では、上勝に世界からのさまざまなステークホルダーの参画を促進するための「コミ

ュニティ・マーケティング」について記述する。 

 

2-1. 既存の情報発信方法の課題とコミュニティ・マーケティングの概要 

既存の情報発信方法の課題として、マスマーケティングの限界が指摘されている。サービ

スを消費者が理解するための媒体として、ウェブサイトと SNS がテレビの 1.6 倍の影響力

を持つようになってきた影響で、相対的にマスマーケティングの情報発信方法としての価

値が低減している。これは、令和 3 年 3 月「ゼロ・ウェイストブランドを活用したローカル

ベンチャー及び企業連携促進業務 調査報告書」の「2.3 メディア分析調査」内で、ウェブ

サイトに掲載された英語記事において 1800 万円程度の価値、日本語記事において 6000 万

～1 億円程度の価値があると指摘されたことからも示されていると考えられる。 

そのため、本コミュニケーション方法についてもマスマーケティングではなく、SNS を

活用したマーケティング方法が適していると考える。SNS を活用したマーケティング手法

が「コミュニティ・マーケティング」である。コミュニティ・マーケティングとは、「熱量

と顧客ロイヤルティが高い層がコアファンとなり、形成されたコミュニティを通してスケ

ールさせていく手法」である。 

(参考） https://mtame.jp/marketing_foundation/Community_marketing/ 

        https://www.growthmanifesto.com/grow-business-using-community-

marketing 

 

2-2. コミュニティ・マーケティングの事例紹介 

本項では、上勝町がコミュニティ・マーケティングを推進する上で参考になる民間企業が

実施している事例 3 件と、実際に参加してみたコミュニティ事例 2 件を紹介する。 

【コミュニティ・マーケティング事例：Snow Peak】 

 

https://www.snowpeak.co.jp/ 

https://www.growthmanifesto.com/grow-business-using-community-marketing
https://www.growthmanifesto.com/grow-business-using-community-marketing
https://www.snowpeak.co.jp/
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アウトドアブランドの Snow Peak は、オンラインとオフラインをそれぞれ活用して Snow 

Peak ブランドの愛好者のコミュニティを形成。特にワークショップやキャンプなどのオフ

ラインイベントを実施し、体験を通じた口コミが SNS 上で広がり、オンラインのコミュニ

ティも活発化する好循環が発生している。 

 

【コミュニティ・マーケティング事例：Lululemon】 

 

https://www.lululemon.co.jp/ 

 

ファッション小売業の Lululemon は、ヨガインストラクターやフィットネススタジオのオ

ーナーなど、lululemon を使ってくれるインフルエンサーを巻き込んだコミュニティ・マー

ケティングを展開している。具体的には、インフルエンサーによる、ヨガやフィットネスの

無料講座を開催し、Lululemon のアイテムをレコメンドしてもらう。その体験を参加者は

自分の知人や友人に話すことで、さらに参加者が増える、という好循環が発生している。 

 

【コミュニティ・マーケティング事例：Frugi】 

 

https://www.welovefrugi.com/ 

https://www.lululemon.co.jp/
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子供服ブランドの Frugi は、専用の Facebook グループとウェブページで家族のアイデアや

写真を共有することで、熱心な親のコミュニティを構築。コミュニティへの参加者が自分の

家族のストーリーを共有し、友人を紹介し、口コミをしたくなる設計にしている。 

 

以上の事例から、オフライン・オンライン双方を活用している Snow Peak の事例が、上

勝というリアルな場をベースにしたコミュニティ・マーケティングとは親和性が高い。その

ため、上勝町におけるコミュニティ・マーケティングにおいても、ワークショップやイベン

トなどを上勝町でオフラインにて実施し、オフラインでの体験を通じてオンライン空間を

活発化させる方向性が良いと考えられる。 

 

さらに、実際に参加したコミュニティ・マーケティングから得られた知見を記述する。今

回は、上勝町という地域であることを考慮し、参考にしやすい「地域密着・地方創生・地域

への愛着心」などで繋がっているコミュニティと、ゼロ・ウェイストというテーマであるこ

とを考慮し、参考にしやすい「趣味」で繋がっているコミュニティ、二つのコミュニティに

参加することとした。下記にて参加した二つのコミュニティの内容と特徴について順に記

述する。 

 

【特定の地域を盛り上げるコミュニティ】 

このコミュニティは日本国内の特定の島と繋がれることをコンセプトとし、参加者は運営

陣も含めて 103 人、参加費は月額 870 円という設定である。コミュニティの活動手段とし

ては、Facebook グループを用いている。このコミュニティの内容としては、次のような３

つのアピールポイントが記載されていた。 

 

・特定の島の友達を作ることができること 

特的の島を愛してやまない人と、島の地元の人がオンライン交流会や現地オフ会をきっか

けに繋がることでき、これまで以上に島のことが好きになることができる。 

 

・特定の島の情報交換ができること 

特定の島に関する質問をすることができ、島の人々も現地情報を活発に投稿することがで

きるので人の輪をつなげていくことができる。 

 

・オンライン飲み会への参加ができること 

 

実際に Facebook グループの投稿を見ていると、地域の鮮度の良いリアルな情報が共有さ

れており、情報の内容は、天候などの自然にまつわるものから、食事処などのおすすめスポ

ット、旬の特産品など種類豊富であった。 
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また、オンライン交流会には特定の島とつながりがある有名芸能人ゲストが登場するとい

う企画もあり、その際にはコミュニティの参加者数は急増したとの投稿も見受けられた。 

そして、コミュニティ参加者間での親近感のあるコミュニケーションが多数見られた。例え

ば、オンライン交流会の日程調整の際には、コミュニティ参加者の参加可能日程のアンケー

トが取られていた。特定の島に旅行予定の参加者が質問した際には、現地の人が詳しく丁寧

な回答をしていた。 

 

以上の内容から、このコミュニティには特定の島のことが好きな人々や興味のある人が参

加している印象であり、非常にフラットで話しやすい環境が整えられているように感じら

れた。 

 

【特定の趣味を共通項として集うコミュニティ】 

このコミュニティは特定の趣味に興味関心がある人が集まることをコンセプトとし、参加

者は運営陣も含めて 231 人、参加費は月額 1000 円という設定である。コミュニティの活動

手段としては、Slack を用いている。このコミュニティの内容としては、次のような６つの

アピールポイントが記載されていた。 

 

・特定の趣味仲間に会うことができること 

・特定の趣味を仕事とする関係者に企画を伝えられること 

・特定の趣味を仕事とする関係者へ質問ができること 

・特定の趣味が好きな同志と雑談ができること 

・特定の趣味に関係する求人を知ることができること 

・オンライン飲み会が開催されること 

 

実際に Slack の投稿を見ていると、複数のチャンネルが用意されている中に、特定の趣味に

まつわる企画募集がされ、運営陣から新しい企画に対する意見募集があるなど、コミュニテ

ィに入っていなければ中々遭遇することができないよう内容がたくさんあった。 

また、自己紹介のチャンネルも用意されており、頻繁に更新されているため簡単にコミュニ

ケーションが取れるような工夫がなされていた。 

そして、雑談や質疑応答などのチャンネルもあるため、参加者がいつでも疑問に思ったこと

ややりたいことを発信できるコミュニティ作りをしていること見受けられた。 

 

以上の内容から、このコミュニティには特定の趣味を深めることやスキルアップの手段と

して参加している人が多い印象であり、特定の趣味に対して積極的かつ情熱を持って、フラ

ットに意見交換ができる環境が整えられているように感じられた。 

二つのコミュニティに参加したことによって、2 つの知見が得られた。まず、「地方創生」
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の文脈では「和気藹々と親近感を持ってコミュニケーションを取れること」が必要なことが

わかった。二点目に、「特定の趣味」の文脈では「スキルアップや深掘りをして勉強できる

ような環境があること」が必要であることがわかった。このことから、この二つの要素の特

色を組み合わせたコミュニティを作ることができれば、「地方創生」と「ゼロ・ウェイスト」

という 2 つの特徴を持つ上勝のコミュニティ・マーケティングにおいて、最適なのではな

いか。「地方創生」と「ゼロ・ウェイスト」どちらの要素に重きをおくかによって、コミュ

ニティの活動手段も検討する必要がある。和気藹々と親近感のあるコミュニケーションを

取ることをメインにするのであれば、人々の間に普段の生活に馴染みがある Facebook な

どのアプリで画像付きの投稿をすることなどが望ましいと考えられる。しかし、スキルアッ

プなど勉強できることをメインにするのであれば、ビジネスの現場で活用されることの多

い Slack などのアプリを用いて、発信される情報が整理されていることが望ましいと考え

られる。 

上記の調査結果から、上勝町における「世界からの参画を促進するコミュニケーション」

を検討する基本概念として、「コミュニティ・マーケティング」を採用することを提案する。

理由としては、既存の情報発信方法の課題を解決することができるとともに、メリットとし

て、「①参加者からの直接的なフィードバックをもらうことができる。また、口コミが発生

しやすい土壌を構築することができる」「②金銭コストが、他のマーケティング手法に比べ

てかからない」という点が存在するためである。ただ一方、デメリットとして、「参加者と

の関係構築を誤ると、ロイヤリティが下がる結果になる。また、関係構築にも時間がかかる」

という点が挙げられる。このデメリット内における、関係構築への必要時間については、現

時点で上勝町のゼロ・ウェイストな取り組みに関心を示しコミュニティの参加者のターゲ

ットになり得る人々などが存在し、上勝町内で相互に関係構築を行なっているため、そのよ

うな既存の関係をベースにコミュニティを構築していくことが考えられる。参加者との関

係構築のミスによるロイヤリティの低下については、運用担当者の選抜や育成などの対応

を行うことで、発生確率を低減していく。 

 

2-3. 上勝におけるコミュニティ・マーケティング戦略の詳細 

上勝におけるコミュニティ・マーケティングの戦略の詳細を示す。What、Who、Where、

When、Why、How の視点からそれぞれ記述する。 

 

⚫ What 

「参加者に対して提供できるもの」「運営によって得られるもの」の 2 つの視点から記述す

る。 

・ 参加者に対して提供できるもの 

(1) 上勝に関わっていることでの箔づけにつながる 

ゼロ・ウェイストの知識と実践の機会が得られ、コミュニティ参加者のゼロ・
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ウェイストに対して取り組みを実践しているという箔づけを提供する。 

(2) 一緒に作る、一緒に成長する 

コミュニティ参加者で一緒に上勝の未来をつくっている、上勝と一緒に成長し

ているという参画・成長意識を提供する。 

(3) 地元愛欲求を満たせる 

自分の出身地以外の「第二の地元」として、上勝に関わり貢献できている実感

を通じて地元愛欲求への充足感を提供する。 

(4) 趣味趣向が近い仲間と新しい情報を獲得できる 

コミュニティに参加しているメンバーとの関わりや新たな出会いを通じて、仲

間と実践をベースにした情報を提供する。 

 

・ 運営によって得られるもの 

(1) コミュニティの参加者が動き相互に繋がることで参加者同士の創発が発生する 

(2) コミュニティ参加者からの上勝に対する様々な意見や視点の獲得につながる 

 

⚫ Who 

運営主体は合同会社 RDND、上勝町役場とする。また、参加者は大きく「コアメンバー」と

「フォロワー」に分ける。コアメンバーとしての参加には「上勝に来たことがある」「SNS

での発信力があるなど周囲への影響力が高い」「コミュニティから何かを得るより、与えた

い気持ちが強い」という条件を満たす者とする。それ以外はフォロワーとする。 

 

⚫ Where 

コミュニティを実践する場所は、オンラインとオフラインの双方である。それぞれについて

以下に示す。 

・オンライン 

オンラインでのコミュニティは、参加者の関係性を構築し話をする場とする。構築

場所は、使用用途・使用目的に応じてさまざまなツールが考えられる。以下に代表

的なツールを記述する。 

(1) Slack ：プロジェクト管理    https://slack.com/intl/ja-jp/ 

(2)  Facebook グループ ：気軽な連絡    https://www.facebook.com/ 

(3)  Miro  ：掲示板の活用    https://miro.com/ 

(4)  LINE  ：気軽な連絡    https://line.me/ja/ 

(5)  Zoom：月一の定例    https://zoom.us/ 

以上のツールの中で、今回は参加者同士の創発による新規プロジェクトの発生、国

内外の参加者がいることなどを考慮し、町内でも情報共有ツールとして使われてい

る「Facebook」や「Slack」をベースにコミュニティを構築することとする。Slack

https://zoom.us/
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をベースにしながら、オンラインミーティングが必要な際は「Zoom」を利用する

など、適宜各ツールを活用していく。 

・ オフライン 

オフラインでのコミュニティは、オンラインで構築した関係をさらに深めるための

場として、上勝でのイベントの実施、および上勝以外でのゼロ・ウェイストとの親

和性が高い島根県隠岐島や石見銀山などへの視察を行うことを通じて、他地域との

繋がりを強化していくことも考えられる。 

 

⚫ When 

コミュニティは、小規模のコンセプトでコミュニティを作り、改善と成長を経て、大規模に

人を巻き込むコンセプトのコミュニティに拡大させていく。具体的には以下の流れで実施

する。 

Step1)小規模コミュニティを作り、プロトタイピングを実施 

Step2)プロトタイピングの結果を活かし、コミュニティの基礎設計の内容を詰める 

Step3)上勝コミュニティの作成・実働 

 

⚫ Why 

コミュニティを構築、運営する理由は以下とする。 

・町外（グローバル含む）に対して、上勝のことを知ってもらう 

・実働をしてもらう人を集める 

・町外の様々な人を上勝に取り込む 

・現状はバラバラでやっている取り組みをプラットフォーム化する 

 

⚫ How 

上記の What、Who、Where、When、Why に記載した内容を軸に、プロトタイピングをし

ながらコミュニティを構築していく。その上で、全体をまとめるコンセプトを、現状の課題

と理想の状態から、以下のように定義した。 

・ 現状課題：特定の個人が上勝町内の各々活動を繋げる役割を担っている 

・ 理想状態：上勝町のプラットフォームを設計し、特定の個人を介さなくても皆

が繋がれる場を作る 

上記の現状と課題からコンセプトを「上勝町のプラットフォームを作り、人や活動を繋げ

る場となる」と設定する。 

 

2-4. コミュニティづくりへの示唆（プロトタイピング） 

これまで仕組みづくりの取り組みの一環として、複数回ワーショップを開催してきた。そ

の際にゼロ・ウェイストタウン計画に関連する 6 つの項目のうち関心がある項目を複数選
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択で回答するアンケートを実施した。ゼロ・ウェイストな暮らしに関するワークショップの

参加者 17 名、経済循環プロジェクトのワークショップ参加者 6 名の合計 23 名の回答結果

を下図で示す。そのうち、2 名は両方のワークショップに参加しており、1 名は自分が参加

できない代わりに参加者を紹介した。 

 

「ゼロ・ウェイストな暮らし」への関心が最も高く、町民インタビューやゼロ・ウェイス

トな暮らしに関する取り組みで提案したように「ゼロ・ウェイスト＝ごみゼロ」からゼロ・

ウェイストを暮らし全体に広げる活動には関心を寄せる人が多いことが見込める。本章で

提案したコミュニティ・マーケティングについても「コミュニティづくり」に関心がある人

が「ゼロ・ウェイストな暮らし」に次いで多いことから、今後展開していくことへの可能性

が示唆された。また、提示した 6 項目すべてに関心があると回答した参加者が 7 名存在し、

カテゴリーにかかわらず「ゼロ・ウェイスト」に対する取り組みそのものへの関心が高い人

が約 3 分の 1 を占めていたことが明らかになった。 

また経済循環プロジェクトの一環で実施したワークショップにて提案された「ハイブリ

ッド移住」の取り組みを進めるために Facebook グループがつくられた。参加者からの自発

的な提案によって、継続的な交流が図られる事例となった。 

 


